本装置や添付のソフトウェアの特長、導入の際に知っておいていただきたい事柄について説明します。ま 
た、セットアップの際の手順を説明しています。ここで説明する内容をよく読んで、正しくセットアップ 
してください。 


本装置の特長 (—3 ページ) 


導入にあたって （—10 ページ) 


お客様登録 (—16 ページ) 


セツトアップを始める前に (—17 ページ) 


本装置の特長や添付(または別売品)のソフトウェ 
アおよび各種オプションとソフトウェアの組み合 
わせによって実現できるシステム管理のための機 
能について説明しています。 

本装置をご利用されるシステムを構築する際に 
知っておいていただきたい事柄や、参考となるア 
ドバイスが記載されています。 

お客様登録の方法について説明しています。 
Express 5800シリーズ製品に関するさまざまな 
情報を入手できます。ぜひ登録をしてください。 

セットアップの順序を説明します。お使いになる 
オペレーティングシステムや購入時の本装置に 
よってもセツトアップの方法は異なります。 


Windows Server 2008のセットアップ (—20 ページ） ...Windows Server 2008で運用する場合のシステ 

ムのセツトアップの方法について説明していま 
す0 


Windows Server 2003 x64 Editions のセットアップ (—29 ページ) ..Windows Server 2〇〇3 x64 Editions で運用する 

場合のシステムのセットアップの方法について説 
明しています。 

Windows Server 2003のセットアップ (—39 ページ） ...Windows Server 2003で運用する場合のシステ 

ムのセツトアップの方法について説明していま 
す。 
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障害処理のためのセツトアップ (—64 ページ) 


障害が起きたときに障害からより早く、確実に復 
旧できるようセツトアップをしてください。 


応用セツトアップ (—76 ページ) 


Linux のセツトアップ (—80 ぺ一 


. システムの環境やインスIルするオペレーティ 

ングシステムによっては、特殊な手順でセット 
アップしなければならない場合があります。必要 
に応じて参照してください。 

ジ） .Linux で運用する場合のシステムのセツトアップ 

の方法について説明しています。 
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本装置の特長 


お買い求めにな6れた本装置の特長を次に示します。 



インテル® Xeon ® プロセッサー 7300/ 

72〇〇番台搭載 
— N 8100-1364: E 7210 

(周波数: 2.40 GHz , 2次キャッシュ： 2 x 4 MB ) 
一 N 8100-1365: X 7350 

(周波数: 2.93 GHz , 2次キャッシュ： 2 x 4 MB ) 
高速メモリアクセス （DDRII 667 FB-DIMM 
規格インターリーブ方式） 

高速1〇〇〇 BASE - T / 1〇〇 BASE - TX / 
10 BASE - T インタ フエー ス(計4 ポー ト） 



張性 



信頼性 


豊富な1〇オプションスロット 
—PCI Express x 4: 3スロット （ x 8 ボードも実装可能） 

—PCI Express x 8: 4スロット （2 スロットはホットプラグ対応) 
最大1 28 GB の大容量メモリ 
最大4マルチプロセッサまでアップグレード可能 
リモートパワーオン機能 

最大8台までのハードディスクドライブを搭載可能(ホットス 
ワップ対応） 

USB 2.0 対応 

バックアップデバイスベイを標準装備 




メモリミラーリング機能 
オンラインスペアメモリ機能 
メモリ監視機能(エラー訂正/エラー検出） 
メモリ Chipkill 対応 

メモリ/プロセッサ縮退機能(障害を起こした 
デバイスの論理的な切り離し） 

バスパリティエラー検出 
• 温度検知 
• 異常通知 

• 内蔵ファン回転監視機能 
• 内部電圧監視機能 

• 電源ユニットの冗長機能(ホットスワップ対 
応) (200 V 時および1 00 V の一部構成のみ） 

• オンボードの RAID コント□ー ラ 
(MegaRAID ROMB ) 機能 
• オートリビルド機能(ホットスワップ対応） 

• フロントべゼルによるセキュリティロック 
• BIOS パスワード機能 


0ぐに使える 


BT 〇(工場組み込み出荷）によりあらがじめ使用する OS 
のインストールやオプションの取り付けを指定できま 
す。 

八ードディスクドライプと電源ユニットはケープルを必 
要としないワンタッチ取り付け（ホットスワップ対応） 


0富な機能搭載 


• ESMPR 〇プ□ダクト 

• DianaScope 

• リモート マネー ジメント機能 


El Torito Bootable CD - ROM(no emulation mode ) 

フォーマットをサポート 
POWER スイッチマスク 
ソフトウェア Power Off 
リモートパワーオン機能 
AC-LINK 機能 

インテリジェント • プラットフォーム • マネージメン 
卜 • インタフェース （ IPMI ) 

ベースボード.マネージメント.コントローラ ( BMC ) 
コンソールレス機能 


m 己診断機能 


守機能 


春オフライン保守ユーティリティ 
• DUMP スイッチによるメモリダンプ機能 


Power On Self-Test ( POST ) 
システム診断 ( T & D ) ユーテイリテイ 


電力機能 


スリープ機能 (Windows Server 2003のみ） 


ぼ IJ なセットアップユーティリティ 

• EXPRESSBUILDER (システムセットアップユーティリティ） 

• ExpressPicnic (パラメータファイル作成ユーティリティ） 

• SETUP(BIOS セットアップユーティリティ） 

參 RAID システム管理ユーティリティ 


導入編 
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本装置では、高い信頼性を確保するためのさまざまな機能を提供しています。 

各種リソースの冗長化や、 RAID システムなどといったハードウェア本体が提供する機能と、 
本装置に添付されている ESMPR 〇などのソフトウェアが提供する監視機能との連携により、 
システムの障害を未然に防止または早期に復旧することができます。 

また、停電などの電源障害から本装置を守る無停電電源装置、万一のデータ損失に備えるた 
めのバックアップ装置などといった各種オプション製品により、さらなる信頼性を確保する 
ことができます。 

各機能はそれぞれ以下のハードウエアおよびソフトウェアにより実現しています。 


管理分野 

必要な八ードウェア 

必要なソフトウェア 

サーバ管理 

サーバ本体機能 

ESMPRO/ServerManager 

ESMPRO/ServerAgent 

DianaScope 

ストレージ管理 
• ディスク管理 

• バックアップ管理 

RAID コント □— ラ 
(オンボード、オプション*) 

DAT / AIT / LTO など* 

ESMPRO/ServerManager 

ESMPRO/ServerAgent 

Universal RAID Utility 

NT バックアップツール 

ARCserve for Windows NT * 
BackupExec *、 NetBackup * 

電源管理 

無停電電源装置 ( UPS )* 

PowerChute Business Edition * 
(注）無停電電源装置により、使 
用するソフトウェアが異な 
ります。 

ネットワーク管理 

各種ネットヮ クボード 

WebSAM / Netvisor * など 

リモート管理 

本体標準装備の 

EXPRESSSCOPE エンジン2 
(一部の機能の利用にはリモート 
マネージメント拡張ライセンス* 
が必要） 

ESMPRO/ServerManager 

ESMPRO/ServerAgent 

DianaScope 


* オプション製品 


サーバ管理 

本装置はシステムボード上に標準でシステム監視チップを搭載しており、本装置に内蔵され 
ている以下の各種リソースを監視します。これらのハードウェア機能と本装置管理用ソフト 
ウェア 「ESMPR 〇 /ServerManager」、「ESMPR 〇“㊀〜㊀^^㊀门“が連携し、本装置の稼動 
状況などを監視するとともに万一の障害発生時にはただちに管理者へ通報します。 
巳3"卩8〇/36「ソ6「六96巾をインス トールした場合、データビューアの項目ごとの機能概要は 
次ページの表のとおりです。 

また、 DianaScope により、本装置上でオペレーティングシステムが稼動していない状態で 
のリモート操作/保守を管理 PC から行ったり、リモートパワーオン機能により、リモートの 
PC 上から本装置の電源を投入したりすることができます。 

^|： ESMPR 〇 / ServerManager 、 および ESMPR 〇 / ServerAgent 、 DianaScope は、本装置に標準 

\~^n で添付されてぃます。 

各ソフトウヱアのインストール方法や使用方法は、各ソフトウヱアの説明を参照してくださ 

い。 
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機能可否表 (Windows 用 ) 


機能名 

可否 

機能概要 

ハードウェア 


〇 

ハードウェアの物理的な情報を表示する機能です。 


メモリパンク 

〇 

メモリの物理的な情報を表示する機能です。 


装置情報 

〇 

装置固有の情報を表示する機能です。 


CPU 

〇 

CPU の物理的な情報を表示する機能です。 

システム 

〇 

CPU の論理情報参照や負荷率の監視をする機能です。 

メモリの論理情報参照や状態監視をする機能です。 

1/ 〇デバイス 

〇 

1/ 〇デバイス(フロッピーディスクドライブ、シリアルポート、パラレ 
ルポート、キーボード、マウス、ビデオ)の情報参照をする機能です。 

システム環境 


〇 

温度、ファン、電圧、電源、ドアなどを監視する機能です。 


温度 

〇 

筐体内部の温度を監視する機能です。 


フアン 

〇 

ファンを監視する機能です。 


電圧 

〇 

筐体内部の電圧を監視する機能です。 


電源 

〇 

電源ユニットを監視する機能です。 


ドア 

〇 

ドア（筐体のカバー）の開閉を監視する機能です。 

ソフトウェア 

〇 

サービス、ドライバ、〇 S の情報を参照する機能です。 

ネットワーク 

〇 

ネットワーク ( LAN ) に関する情報参照やバケット監視をする機能で 
す。 

拡張バスデバイス 

X 

拡張バスデバイスの情報を参照する機能です。 

BIOS 

〇 

BIOS の情報を参照する機能です。 

□ーカルポーリング 

〇 

ESMPR 〇 /ServerAgent が取得する任意の MIB 項目の値を監視する機 
能です。 

ストレージ 

〇 

ハードディスクドライブなどのストレージ機器デバイスやコントロー 
ラを監視する機能です。 

ファイルシステム 

〇 

ファイルシステム構成の参照や使用率監視をする機能です。 

ディスクアレイ 

〇 

LSI 社製ディスクアレイコント□—ラ ( N 81 03-73 A /80/8 1 ) およ 
び、 Promise 社製ディスクアレイコント□—ラを監視する機能です。 




* 上記ディスクアレイコント□—ラをサポートしていない本体装置の場合、ディ 
スクアレイの情報はデータビューアには表示しません。 

その他 


〇 

Watch Dog Timer による〇 S ストール監視をする機能です。 



〇 

〇 S STOP エラー発生後の通報処理を行う機能です。 


〇： サポート X ：未サポート 
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機能可否表 ( Linux 用) 


機能名 

可否 

機能概要 

ハードウェア 


〇 

ハードウェアの物理的な情報を表示する機能です。 


メモリパンク 

〇 

メモリの物理的な情報を表示する機能です。 


装置情報 

〇 

装置固有の情報を表示する機能です。 


CPU 

〇 

CPU の物理的な情報を表示する機能です。 

システム 

〇 

CPU の論理情報参照や負荷率の監視をする機能です。 

メモリの論理情報参照や状態監視をする機能です。 

1/〇デバイス 

〇 

1/〇デパイス(フロッピーディスクドライプ、シリアルポート、パラレ 
ルポート、キーボード、マウス、ビデオ)の情報参照をする機能です。 

システム環境 


〇 

温度、ファン、電圧、電源、ドアなどを監視する機能です。 


温度 

〇 

筐体内部の温度を監視する機能です。 


フアン 

〇 

ファンを監視する機能です。 


電圧 

〇 

筐体内部の電圧を監視する機能です。 


電源 

〇 

電源ユニットを監視する機能です。 


ドア 

〇 

Chassis Intrusion (筐体のカバー/ドアの開閉）を監視する機能です。 

ソフトウェア 

〇 

サービス、ドライバ、〇 S の情報を参照する機能です。 

ネットワーク 

〇 

ネットワーク (LAN) に関する情報参照やバケット監視をする機能で 
す。 

拡張バスデバイス 

〇 

拡張バスデパイスの情報を参照する機能です。 

BIOS 

〇 

BIOS の情報を参照する機能です。 

□一カルポーリング 

〇 

巳31\/^[^〇/361^6「八96吋が取得する任意の1\/11巳項目の値を監視する機 

能です。 

ストレージ 

〇 

ハードディスクドライブなどのストレージ機器やコントローラを監視 
する機能です。 

ファイルシステム 

〇 

ファイルシステム構成の参照や使用率監視をする機能です。 

ディスクアレイ 

〇 

ディスクアレイコント□—ラを監視する機能です。 

Windows 版巳31\^ド〇/361^6「み96巾の機能とは一部異なります。 

障害通報機能のみのサボートです。 




* 別途、ディスクアレイコント□—ラのベンダから提供される RAID システム 
監視ユーティリティが必要です。 

その他 


〇 

Watch Dog Timer による〇 S ストール監視をする機能です。 



〇 

〇 S STOP エラー発生後の通報処理を行う機能です。 


〇： サポート△:一部の機種でサポート 


サポートされていない一部のファン情報はグレイアウトされます。 
機種によっては一部の機能をサポートしていない場合もあります。 


Windows 版との機能差分について 

ESMPR 〇 /ServerAgent 以下の機能が未サボートとなっております。 

• データビューアでの DMI 情報の表示 

• データビューアでのディスクアレイ情報の表示(障害通報機能のみサポート) 
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ストレージ管理 


大容量のストレージデバイスを搭載 • 接続できる本装置を管理するために次の点について留 
意しておきましょう。 

ディスク管理 

八ードディスクドライブの耐障害性を高めることは、直接的にシステム全体の信頼性を高め 
ることにつながると言えます 。 LSI MegaRAID ™ SAS PCI EXPRESS ™ R 〇 MB (以降、 
「オンボードの RAD コン ト□—ラ (MegaRAID R 〇 MB )」 と呼ぶ)やオプションの RAID コント 
□—ラ(ディスクアレイコント□—ラ)を使用することにより、ハードディスクドライブをグ 
ループ化して冗長性を持たせることでデータの損失を防ぐとともに、ハードディスクドライ 
ブの稼働率を向上することができます。 

また 、 Universal RAID Utility と ESMPRO / ServerManager 、 ESMPR 〇 / ServerAgent との連 
携により、 RAID システムの状況をトータルに監視し、障害の早期発見や予防措置を行い、 
八ードディスクドライブの障害に対して迅速に対処することができます。 

■I： ESMPR 〇 /ServerManager や ESMPRO/ServerAgent、Universal RAID Utility は、本装置に標 

準で添付しています。ソフトウヱアのインストール方法や使用方法は、各ソフトウェアの説 
明を参照してください。 

■-〇 パト□ールリードによる予防保守 

八ードディスクドライブの後発不良に対する予防保守としてパト□ールリードが有効です。 
パト□ールリードにより、後発不良を早期に発見できます。 

LSI MegaRAID ™ SAS PCI EXPRESS ™ ROMB は、既定値でパト□ールリードが有 
効に設定されています。 


オンポードの RAID コント□ーラの機能 

機能の概要 

RAID レペル 

RAID0、 1、5、6、10、50をサポートします。 

ホットスワップ 

システムが稼働している状態でハードディスクドライブを交 
換することができます。 

オー トリビルド 

故障したハードディスクドライブを新品のハードディスクド 
ライブに交換した後、残りのハードディスクドライブのデー 
夕から故障したハードディスクドライブが持っていたデータ 
を自動的に復元します。 

ホットスペア 

障害が発生したハードディスクドライブを置き換えるために 
あらかじめ用意しておくハードディスクドライブです。ホッ 
トスペアを用意しておくことで、障害発生時に自動的にリビ 
ルド機能が働き、 RAID システムを回復します。 


導入編 
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バックアップ管理 

定期的なバックアップは、不意の本装置の夕'ウンに備える最も基本的な対応です。 

本装置には、データバックアップ用のデバイスと自動バックアップのための各種ソフトウェ 
アが用意されています。容量や転送スピード、バックアップスケジュールの設定など、ご使 
用になる環境に合わせて利用してください。 


デバイス名 

説明 

DAT 

標準規格としての互換性も備えており、広く利用されているバックアップメディア。 
データノ\ックアップが可能。 Alv 〜中規模システム向け。 

1_丁〇 

基幹業務等大規模システム向けの高性能バックアップ装置。 

AI 丁 

データノ\ックアップが可能。中規模システム向け。 


ソフトウェア名 

説明 

NTBackup ( Windows 標準） 

Windows 標準のバックアップツール。 

単体バックアップ装置に単純なバックアップを行うときに使用。 

ARCserve 

(コンピュータ.アソシエイツ社） 

PC サーバのバックアップツール。 

スケジュール運用が可能で、集合バックアップ装置、 DB オンラ 
インバックアップなどに対応可能。 

BackupExec 
(Symantec 社） 

PC サーバのバックアップツール。 

NTBackup と同ーテープフォーマットを使用。 

スケジュール運用が可能で、集合バックアップ装置、 DB オンラ 
インバックアップなどに対応可能。 

NetBackup 
(Symantec 社) 

異種プラットフォーム環境で統合的な制御/管理を実現した、 
BackupExec の上位ノ \'ックアップツール。基幹業務など大規模シ 
ステムまで対応。オープンファイルバックアップ 、 Disaster 
Recovery を標準サポート。 DB オンラインバックアップなどに対 
応可能。 



NTBackup(Windows 標準) 



ARCserve (コンピュータ •アソシエイツ 社 ) 



BackupExec (Symantec 社) 



NetBackup(Symantec 社） 
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電源管理 

商用電源のトラブルは、システムを停止させる大きな原因のひとつです。 

停電や瞬断に加え、電圧低下、過負荷配電、電力設備の故障などがシステムタ'ウンの要因と 
なる場合があります。 

無停電電源装置 ( UPS ) は、停電や瞬断で通常使用している商用電源の電圧が低下し始める 
と、自動的にバッテリから電源を供給し、システムの停止を防ぎます。システム管理者は、 
その間にファイルの保存など、必要な処理を行うことができます。さらに電圧や電流の変動 
を抑え、電源装置の寿命を延ばして平均故障間隔 ( MTBF ) の延長にも貢献します。また、ス 
ケジュール等による本装置の自動 • 無人運転を実現することもできます。 


ネットワーク管理 

ESMPRO / ServerManager ^巳31\/1卩1^〇/36「ソ6「八98门1:を使用することによリ、本装置に接 
続されている LAN の エラー パケットの監視を行うことができます。また、 Windows 版で 
は、別売の WebSAM / Netvisor などを利用することにより、ネットワーク全体の管理を行う 
ことができます。 


リ モー ト管理 

本体標準装備の EXPRESSSC 〇 PE エンジン2と EXPRESSBUILDER に収められているアブ 
リケーション 「 DianaScope 」 を使用することにより、 LAN / WAN を介した本体のリモート監 
視や管理をすることができます。 

EXPRESSSCOPE エンジン2はシステム管理用 LSI である BMC ( Baseboa「d Management 
Controller ) を用いて実現されています。 EXPRESSSC 〇 PE エンジン2が提供する管理機能は 
以下のとおりです。 

• 電源ユニットの監視 

• 温度/電圧/ファン/電力の監視 

• ハードウェア障害のシステムイベント□グ ( SEL ) 生成機能 
• ウォッチドッグタイマによる〇 S ストール監視 
• 〇 S ストップエラー発生後の通報処理 

• Web ブラウザを使用したリモート制御(本体装置のリセット、電源〇 N / OFF 、 システムイ 
ベントログ ( SEL ) の確認など） 

• リモート KVM 機能、リモートデバイス機能(オプションのリモートマネージメント拡張ラ 
イセンスが必要です。） 

• DianaScope による LAN / WAN 経由でのリモート制御、複数台装置の集中管理 

Web ブラウザを使用したリモート制御やリモート KVM 機能、リモートデバイス機能につい 
ては EXPRESSBUILDER 内の 「 EXPRESSSCOPE エンジン2ユーザーズガイド」を参照して 
ください。 

■: 温度/電圧/ファン/電力の測定値には、誤差があります。動作環境によっては、十数％の誤差 

I ヒント」 となる場合もあります。 


導入編 
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導入にあたつて 

本装置を導入するにあたって重要なポイントについて説明します。 

システム構築のポイント 

実際にセツトアップを始める前に、以下の点を考慮してシステムを構築してください。 


運用方法の検討 


「本装置の特長」での説明のとおり、本装置では運用管理 • 信頼 
性に関する多くのハードウェア機能や添付ソフトウェアを備え 
ています。 

システムのライフサイクルの様々な局面において、「各ハード 
ウェア機能および添付ソフトウェアのどれを使用して、どのよ 
うに運用するか？」などを検討し、それに合わせて必要なハード 
ウェアおよびソフトウェアのインス I ル/設定を行ってくださ 
い。 



稼動状況 • 障害の監視および保守 

本装置に標準で添付された 「 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「_ teiarESMPRO / Se 「 ve 「 Agent 」 
を利用することにより、リモートから本装置の稼動状況や障害の監視を行い、障害を事前に 
防ぐことや万一の場合に迅速に対応することができます。 

本装置を運用する際は、 「 ESMPR 〇 / Se 「 ve 「 Manage 「_^ c ^ arESMPRO / Se 「 ve 「 Agent _^ 
利用して、万一のトラブルからシステムを守るよう心がけてください。 



なお、本装置に障害が発生した際に、ご契約の保守サービス会社がアラーム通報を受信して 
保守を行う「エクスプレス通報サービス」を利用すれば、低コストで Express 5800シリーズの 
障害監視 • 保守を行ラことができます。 

「エクスプレス通報サービス」をご利用することもご検討ください。 
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システムの構築 • 運用にあたっての留意点 

システムを構築 • 運用する前に、次の点について確認してください。 


出荷時の状態を確認しましょう 

お買い求めになられた本装置を導入する前に、本装置の出荷時の状態を確認しておいてくだ 
さい。 

• システムやオペレーティングシステムのインス I -ール態について 


本装置では、ご注文により出荷時の状態に次の2種類があります。 


出荷時のモデル 

説明 

カスタムインストール 

BT 〇（工場組み込み出荷）にて Windows Server 2〇〇8、 

Windows Server 2003 x 64 Editions、Windows Server 2003, 
または Linux のインストールを指定された場合。 

未インストール 

ディスクレスモデルを購入され 、 BTO (工場組み込み出荷）に 
よる〇 S のインス1-ールを希望されなかった場合。 


出荷時のオペレーティングシステムのインストール状態により、必要なセットアップ作 
業が異なります。19ページの説明に従ってセツトアップを行ってください。 


セットアップの手順を確認しましょう 

システムを構築するにあたり、本装置のセットアップは必要不可欠なポイントです。 

本装置のセットアップを始める前にセットアップをどのような順序で進めるべきか十分に検 
討してください。 

必要のない手順を含めたり、必要な手順を省いたりすると、システムの構築スケジュールを 
狂わせるばかりでなく、本装置が提供するシステム全体の安定した運用と機能を十分に発揮 
できな<なります。 

1. 運用方針と障害対策の検討 

本装置のハードウェアが提供する機能や採用するオペレーティングシステムによって運 
用方針やセキュリティ、障害への対策方法が異なります。 

「本装置の特長 (3 ページ)」に示す本装置のハードウェアやソフトウェアが提供する機能を 
十分に利用したシステムを構築できるよう検討してください。 

また、システムの構築にあたり、ご契約の保守サービス会社および弊社営業担当にご相 
談されることもひとつの手だてです。 

2. 八ードウヱアのセットアップ 

本装置の電源を〇 N にできるまでのセットアップを確実に行います。この後の「システム 
のセットアップ」を始めるために運用時と同じ状態にセットアップしてください。詳しく 
は、18ページに示す手順に従ってください。 

ハードウェアのセットアップには、ラックの設置やオプションの取り付け、周辺装置の 
接続に加えて、 BIOS の設定などの内部的なパラメータのセットアップも含まれます。ご 
使用になる環境に合わせたパラメータの設定はオペレーティングシステムや管理用ソフ 
トウェアと連携した機能を利用するために大切な手順のひとつです。 
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3. システムのセットアップ 

オプションの取り付けや BIOS の設定といったハードウェアのセットアップが終わりまし 
たら、ハードディスクドライブのパーティションの設定や RAID システムの設定、オペ 
レーティングシステムや管理用ソフトウェアのインストールに進みます。 

<BTO (工場組み込み出荷)時の初期設定 ( Linux ) > 

BTO (工場組み込み出荷)を指定して購入されたお客樹才、 Linux サービスセットを購入さ 
れたお客様は、 Linux サービスセットに添付される「初期設定および関連情報について」を 
参照し、 Linux の初期導入設定を行ってください。 

く再セットアップ (Linux サービスセットを購入された場合) （ Linux )〉 

添付の 「 EXPRESSBUILDERJDVD が提供する自動セットアップユーティリティ「シーム 
レスセットアップ」を使用してください。「シームレスセットアップ」では、 RAID システ 
ムの構築や〇 S 、 各種アプリケーションのインス I -ールに必要な情報を選択 • 入力する 
と、後は簡易的な操作で BTO (工場組み込み出荷)時の状態に復元することができます。 

く未インストールからのセットアップ • 再セットアップ ( Linux )> 

「シームレスセットアップ」を行うか、もしくは添付の 「 EXPRESSBUILDERJDVD に格納 
されているオンラインドキュメント 「Red Hat Enterprise Linux 4 インストレーション 
サプリメントガイド」または 「MIRACLE LINUX V 4.0 インストレーションサプリメント 
ガイド」を参照し、「マニュアルセットアップ」を行ってください。 

本装置がサポートしている〇 S ( Linux ) は次のとおりです。 

• Red Hat Enterprise Linux AS 4 ( x 86) 

• Red Hat Enterprise Linux AS 4 ( EM 64 T ) 

• MIRACLE LINUX V 4.0 - Asianux Inside 

• MIRACLE LINUX V 4.0 - Asianux Inside for x 86-64 

く初めてのセットアップの場合 ( Windows )〉 

初めてのセットアップでは、お客様が注文の際に指定されたインストールの状態に 
よってセットアップの方法が異なります。 

• 「カスタムインストール」を指定して購入された場合 

本装置の電源を〇 N にすれば自動的にセットアップが始まります。セットアップの 
途中で表示される画面のメッセージに従って必要事項を入力していけばセット 
アップは完了します。 

• 「未インストール」にて購入された場合 

<未インストールからのセットアップ • 再セットアップの場合〉に示す手順に従っ 
てください。 

く未インス I ルからのセットアップ • 再セットアップの場合 ( Windows )〉 

本装置で未インストールからのセットアップ • 再セットアップをサポートしている 
〇 S ( Windows ) は次の通りです。 

— Windows Server 2008 Standard 64 bit ( x 64 )Edition 日本語版 
(以降 、 「Windows Server 2008」と呼ぶ） 

— Windows Server 2008 Enterprise 64 bit ( x 64 )Edition 日本語版 
(以降 、 「Windows Server 2008」と呼ぶ） 

— Windows Server 2008 Standard 32 bit ( x 86 )Edition 日本語版 
(以降 、 「Windows Server 2008」と呼ぶ） 
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— Windows Server 2008 Enterprise 32 bit ( x 86 )Edition 日本語版 
(以降 、 「Windows Server 2008」と呼ぶ） 

— Windows Server 2008 Standard without Hyper-V 64 bit ( x 64 )Edition 日本語版 
(以降 、 「Windows Server 2008」と呼ぶ） 

— Windows Server 2008 Enterprise without Hyper-V 64 bit ( x 64 )Edition 日本語版 
(以降 、 「Windows Server 2008」と呼ぶ） 

— Windows Server 2008 Standard without Hyper-V 32 bit ( x 86 )Edition 日本語版 
(以降 、 「Windows Server 2008」と呼ぶ） 

— Windows Server 2008 Enterprise without Hyper-V 32 bit ( x 86 )Edition 日本語版 
(以降 、 「Windows Server 2008」と呼ぶ） 

— Windows Server 2003 R 2, Standard x 64 Edition 日本語版 
(以降 、 「Windows Server 2003 x 64 Editions 」 と呼ぶ） 

— Windows Server 2 〇〇 3 R 2, Enterprise x 64 Edition 日本語版 
(以降 、 「Windows Server 2003 x 64 Editions 」 と呼ぶ') 

— Windows Server 2003 R 2, Standard Edition 日本語版 
(以降 、 「Windows Server 2003」と呼ぶ） 

— Windows Server 2003 R 2, Enterprise Edition 日本語版 
(以降 、 「Windows Server 2003」と呼ぶ） 

— Windows Server 2003, Standard Edition 日本語版 
(以降 、 「Windows Server 2003」と呼ぶ） 

— Windows Server 2003, Enterprise Edition 日本語片及 
(以降 、 「Windows Server 2003」と呼ぶ） 

未インストールからのセットアップ • 再セットアップでは、インストールする〇 S によっ 

て異なります。 

• Windows Server 2008をインストールする場合 

NEC 8 番街 ( http ゾ / nec 8. com ) から 「 Exp 「 ess 5800 Windows Server 2008サポート 
キット」を参照してください。 

夕'ウン□—ドページから 「Windows Server 2008対応差分モジュール」を夕'ウン□— 
ドし、「インストール補足説明書」を参照の上、インストールを行ってください。 

• Windows Server 2003 x 64 Editions をインストールする場合 

添付の 「 EXPRESSBUILDERJDVD に格納されているオンラインドキュメント 
「Windows Server 2003 x 64 Editions インストレーシヨンサプリメントガイド」を 
参照し、「マニュアルセットアップ」を行ってください。 

• Windows Server 2003をインストールする場合 

本書の41ページを参照し「シームレスセットアップ」を行うか、添付の 
「 EXPRESSBUILDERJDVD に格納されているオンラインドキュメント 「Windows 
Server 2003インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照し、「マニュアルセッ 
トアップ」を行ってください。 

4. 障害処理のためのセットアップ 

障害が起きたときにすぐに原因の見極めや解決ができるよう障害処理のためのセット 

アップをしてください 。 Windows Server 2008, Windows Server 2003 x 64 

Editions 、 および Windows Server 2003に関しては、本書で説明しています。 


導入編 
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5. 管理用ソフトウェアのインス!-ールとセットアップ 

インストールが完了したソフトウェア （ BT 〇で出荷時に組み込まれたものを含む)の各種 
パラメータを、使用するハードウェア/ネットワーク環境へ合うように設定します。 
また、本装置と同じネットワーク上へ管理 PC (—般的な PC が使用可)を定義し、管理 • 
監視用のソフトウェアをインストールします。 

詳しくは r ソフトウェア編」をご覧ください。 

6. システム情報のバックアップ 

「オフライン保守ユーティリティ」を使ってマザーボード上の装置固有情報をバックアッ 
プします。マザーボードが故障した場合、ボード交換後、この情報をリストアすること 
によって交換以前と同じ状態にすることができます。詳しくは75ページをご覧くださ 
い。 


各運用管理機能を利用するにあたって 

本装置で障害監視などの運用管理を行うには、本装置に添付された ESM PRO / 
ServerAgent ,巳31\/^1^〇/361^/6「1\/|3门396「または別売のソフトウェアが必要となります。 
この後で説明するセットアップ手順またはソフトウェアの説明書(別売の場合)に従って各ソ 
フトウェアのインストールおよび必要な設定を行ってください。 

各運用管理機能を利用する際には、以下の点にご注意ください。 

サーノ（管理機能を利用するにあたって 

• プロセッサ/メモリ縮退機能を利用する場合やプロセッサやメモリを交換した場合は、 
BIOS のコンフィグレーションが必要です。「システム BIOS (2 16ページ)」を参照して 
「Processor Settings 」 や 「 Advanced 」 内の 「Memory 〇〇响 91 ^ 1 : 1 〇门」の各項目を設定し 
てください。 

• 本装置の各コンポーネント（プ□セッサ/メモリ/ディスク/ファン）の使用状況の監視や才 
ペレーティングシステムのストール監視など、監視項目によっては ESMPRO / 
ServerManager 、 巳31\/^1^〇/561^/6「八96门1:でしきい値などの設定が必要になリます。詳 
細は、各ソフトウェアに関する説明やオンラインヘルプなどを参照してください。 

ストレージ管理機能を利用するにあたって 

RAID システムの管理を行うには、 RAID コント□ーラ(オンボード、または、オプション)と 
ESMPR 〇 / ServerAgent に加えて次のソフトウェアが必要です。 

• RAID システムを使用する場合 

- 「LSI MegaRAD TM SAS PCI EXPRESS TM ROMB 」 、または 「 N 8103-9 〇ディスク 
アレイコント□—ラ（外付け SAS HDD 用)」、 「 N 8103 -115 RAID コント□—ラ 
( RAID 〇/1/5/6, 512 MB キャッシュ)」を使用する場合 、 Universal RAID Utility をイ 
ンス I -ールします。なお、オプションボードを使用する場合は、各ボードの添付マ 
ニュアルを参照してインストールしてください。 

• バックアップファイルシステムを使用する場合 

テープドライブを使用する場合はクリーニングテープを使って定期的にへッドを清掃す 
るよラ心がけてください。ヘッドの汚れはデータの読み書きエラーの原因となり 、デー 
夕を正しくバックアップ/リストアできなくなります。 
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電源管理機能を利用するにあたって 

• 無停電電源装置 （ UPS ) を利用するには、専用の制御用ソフトウェア （PowerChute 
Business Edition ) または、オペレーティングシステム標準の UPS サービスのセツ ト アツ 
プが必要です。 

• 無停電電源装置を利用する場合、自動運転や停電回復時の本装置の自動起動などを行う 
には BIOS の設定が必要です。「システム BIOS (216 ページ)」を参照して、 「 Server 」 メ 
ニューにある 「 AC - LINK 」 の設定をご使用になる環境に合った設定に変更してください。 


導入編 
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擁様登録 

NEC では、製品ご購入のお客様に 「 NEC ビジネス PC / PC サーバお客様登録サービス」への登録をお勧めし 
ております。 

次の Web サイトからご購入品の登録をしていただくと、お問い合わせサービスなどを無料で受けることが 
できます。是非、ご覧ください。 



http :// club . express . nec . co . jp / 
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セツトアツフを始める前に 


セットアップの順序と参照するページを説明します。セットアップはハードウェアから始めます。 

M -0 B T 0 ( 工場組み込み出荷）にて 
Windows のインスI-ールを指定した場 
合は、本装置に Windows のプ□ダクト 
キーが記載されたラベルが貼り付けら 
れています。 

プ□ダクトキーは OS のセットアップや 
再インストール時に必要な情報です。剥がしたり汚したりしないよう取り扱いにご注意下さ 
し、。もし剥がれて紛失したり汚れて見えなくなった場合でも、ラベルの再発行はできません 
ので、あらかじめプ□ダクトキーをメモし、他の添付品と一緒にメモを保管されることをお 
勧めします。 


EXPRESSBUILDER がサポートしているサービスパック 


本体に添付の 「 EXPRESSBUILDERJDVD では、以下の OS インス I ルメディアおよびサー 
ビスパックの組み合わせをサポートしています。 

• Windows Server 2003 R 2 x 64 Edition 

- OS インストールメディア （Service Pack 2内包版） 

-〇 S インストールメディア (Service Pack 無し)十 Service Pack 2 
-〇 S インストールメディア （Service Pack 無し） 

• Windows Server 2003 R 2 

-〇 S インストールメディア （Service Pack 2内包版） 

—〇 S インストールメディア (Service Pack 無し)十 Service Pack 2 
-〇 S インストールメディア （Service Pack 無し） 

• Windows Server 2003 

- OS インス I ルメディア （Service Pack 1内包版） 

—〇 S インストールメディア （Service Pack 1内包版）十 Service Pack 2 


〇〇〇〇〇-〇〇〇-〇〇〇-〇〇〇 


Product Key: 

5B-CCCCC-DDDDD-EEEEE 
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EXPRESSBUILDER がサボートしているオプションポード 


添付の 「 EXPRESSBUILDERJDVD でサポートしているオプションボードは、以下になりま 
す。もし、下記以外のオプションボードを接続するときは、オプションボード添付の説明書 
と「応用セットアップ」 (76 ページ)を参照してセットアップしてください。 

• EXPRESSBUILDER にて 0 S のインストールをサボートしているオプションポード 

-本体装置内蔵の RAID コント□—ラ (LSI MegaRAID ™ SAS PCI EXPRESS ™ ROM 巳） 

• その他のオプション 

- N 8 103- 107 SCSI コント□—ラ 
- N 8103-104 SAS コント□—ラ 

- N 8103 -90 ディスクアレイコント□—ラ(外付 SAS HDD 用） 



次の順序でハードウエアをセットアップします。 

1. ラックを設置する。 （—112 ページ） 

2 . 別途購入したオプションを取り付ける。（—166ページ） 

■一 

WindowsServer 2003をお使いの環境で次のオプションを増設した場合は、〇 S の起動後に次の 
操作を行ってください。 

- DIMM を増設した場合は「ぺージングファイルサイズ」を設定し直してください。 

詳しくは43ぺージ (Windows Server 200 3) を参照してくださし、。 

3. 本装置をラックに取り付ける。 （—1 14ページ） 

4. ディスプレイ装置やマウス、キーボードなどの周辺装置を本装置に接続する。（—124ページ） 

5. 添付の電源コードを本装置と電源コンセントに接続する。 （—126 ページ） 

6 . 本装置の構成やシステムの用途に応じて BIOS の設定を変更する。 

219ページに示す設定例を参考にしてください。 



巳 IOS の設定には日付や時間の設定もあります。正しく設定されているか必ず確認してくださ 
い。 


引き続き、オペレーティングシステムのセツトアップへ進んでください。 
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オペレーテイングシステムのセツトアツ 



ハードウェアのセットアップを完了後、以下のフローに従ってオペレーティングシステムの 
セットアップを進めてください。 

Windows Server 2008 / Windows Server 2003 x 64 Editions / Windows Server 2003 
以外の Windows のインストール方法については、お買い求めの販売店または保守サービス 
会社にお問い合わせください。 


インストールする OS は？ 


購入後、初めてのセツトアップですか？ 


|~BTO (工場組み込み出荷）で購入されましたか？ |国 

■ 

はい 



*3 Windows Server 2008をインストールする場合は、 

NEC8 番街 (http://nec8.com) から 「Express 5800 
Windows Server 2008サボートキット」を参照してください。 


導入編 
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Windows Server 2008のセツトアップ 


ハードウエアのセットアップを完了してから 、 Windows Server 2008やシステムのセットアップをしま 
す0 


カスタムインス I ルモデルのセットアップ 


BT 〇(工場組み込み出荷)にて「カスタムインストール」を指定して購入された本装置のハード 
ディスクドライブは、お客様がすぐに使えるようにパーティションの設定から、〇 S 、 管理 
用ソフトウェアなどがすべてインス I -ールされています。 

ゾ ここで説明する手順は、「カスタムインストール」を指定して購入された製品で初めて電源 

を〇 N にするときのセットアップの方法について説明しています。再セットアップをする場 
合は、 NEC 8 番街 ( http :// nec 8. com ) から 「 Express 58 〇〇 Windows Server 2008サボート 
キット」を参照してください。 

ダウンロードページから 「Windows Server 2008対応差分モジュール」をダウンロードし、 
「インストール補足説明書」を参照の上、インストールを行ってください。 


セットアップをはじめる前に -購入時の状態にっぃて- 

セットアップを始める前に次の点について確認してください。 

本装置のハードウェア構成(ハードディスクド 
ライブのパーティシヨンサイズも含む）やハー 
ドディスクドライブにインストールされている 
ソフトウェアの構成は、購入前のお客様による 
オータ ' (BTO (工場組み込み出荷))によって異な 
ります。 

右図は、標準的な本装置のハードディスクドラ 
イブの構成について図解しています。 


空きエリア 

Windows Server 2008 

八ードディスク 
ドライブ 
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セットアップの手順 

次の手順で本装置を起動して、セットアップをします。 

1. 周辺装置、本体の順に電源を〇 N にし、そのまま Windows を起動する。 

しばらくすると、 [ Windows セットアップウィザード]画面が表示されます。以降、画面の指示 
に従って必要な設定や表示内容をよく確認し、[次へ]をクリックしてセットアップを進めてくだ 
さい。 

一[ライセンス契約](使用許諾契約)画面では、使用許諾契約の内容を確認してください。 

システムが起動します。 

(1)[ Windows のセットアップ]画面が 
表示されたら、[次へ]をクリックす 
る。 


(2) Windows Server 2008セットアッ 
プ完了後、ログオンする前に以下の 
画面が表示されパスワードの変更が 
要求されたら、[〇 K ] をクリックす 
る。 


(3) パスワードを変更し!;®]をクリック 
する。 


■一 

Windows Server 2008ではパスワードが下記の条件を満たさない場合、設定することがで 
きません。 

參大文字 • 小文字 • 数字が混在すること 
また、パスワードは6文字以上を推奨します。 




fR ) ユーザーは最初に□グオンする萌にノ U フードを変更しなければなりません ■ 

I OK I |キャンセ; I I 

0 □ □ 後 Windows Server 2008 


導入編 
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(4) 以下のメッセージが表示されたら、 
[〇 K ] をクリックする。 


)X70- ドはさ n ました • 


(5) □グイン後「初期構成タスク」画面が 
表示され、ユーザー情報を設定す 
る0 


I ° K I 

^ Windows Server 2008 

Standard 



2 . 23ページの「デバイスドライバ(本体標準装備)のセットアップ」を参照して、ネットワークドラ 
イパの詳細設定をする。 

3 . オプションのデバイスでドライバをインス!ルしていないものがある場合は、ドライバをイン 
ストールする。 

4 . 64ページを参照して障害処理のためのセットアップをする。 

5 . 出荷時にインストール済みのソフトウェアの設定およびその確認をする。 

インストール済みのソフトウェアはお客様が購入時に指定したものがインストールされていま 
す。例として次のようなソフトウェアがあります。 

• ESMPRO/ServerAgent 

• エクスプレス通報サービス* 

• Universal RAID Utility * 

• Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1 再頒布可能パッケージ （ x 86 )(CPU アーキテクチャに関わ 
らず、 （ x 86) を使用します） 

上記のソフトウェアで P 」 印のあるものは、お客様でご使用になる環境に合った状態に設定または 
確認をしなければならないソフトウェアを示しています。「ソフトウェア編」の「本体用バンドルソ 
フトウェア」を参照して使用環境に合った状態に設定してください。 

6 . 75ページを参照してシステム情報のノ\'ックアップをとる。 

以上でカスタムインストールで購入された製品での初めてのセットアップは終了です。 

再セットアップや「システムのアップデート」を再度実施する際は NEC 8 番街 （ http :// 
nec 8. com ) から 「 Express 5800 Windows Server 2008サポートキット」を参照してくだ 
さい。 

夕'ウンロードべージから 「 Windows 2008対応差分モジュール」を夕'ウン□—ドし、「インス 
トール補足説明書」を参照の上、インストールを行ってください。 
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デバイスドライバ(本体標準装備)のセットアップ 

オプションのデバイスドライバのインストールやセットアップについてはオプションに添付 
の説明書を参照してください。 

• 「システムのアップデート」を再度実施する際は 、 「Windows Server 2008対応差分モ 

丨’一丨 ジュール」が必要です。 NEC 8 番街 （ http :// nec 8. com ) から 「 Express 5800 Windows 

I ント I Server 2008サボートキット」を参照してください。 

• 「カスタムインストールモデル」購入時は、「システムのアップデート」は実施済みです。 


LAN ドライバと PROSet のインス I ル 

LAN ドライバと PROSet は出荷時にインス I -ールされています。 

ゾ ドライバおよび PR 〇 Set に関する操作は、必ず本体装置に接続されたコンソールから管理者 

権限 ( Administrator 等)で□グインして実施してください。〇 S のリモートデスクトップ機能 
1 - 1 によるリモートからの設定変更操作はサポートしておりません。 

• 受信側スケーリングのセットアップ 

標準ネットワークアダプタ [ Intel ( R ) PRO / 1000 EB Network Connection with I/O 
Acceleration ]、[ Intel ( R ) PRO /1000 EB Network Connection with I/O 
Accele 「 ation #2] は設定変更が必要のため、以下の手順で実施してください。 

1. デバイスマネージャを起動する。 

2. デバイスマネージャより、[ネットワークアダプタ]を展開し [ Intel ( R ) PR 01 〇〇◦〜]のプロパ 
ティを開<。 

3. [詳細設定]タブを選択し、[受信側スケーリング]をオフに変更する。 

4. [〇 K ] をクリックする。 

5. システムを再起動する。 

以上で完了です。 

• N 8104 -125 を追加接続する場合の対応 

N 8 104- 125を追加接続する場合には、以下の手順にて LAN ドライバと PROSet をアンイ 
ンストール後、 N 8104 -125 を接続した状態で 「Windows Server 2008対応差分モ 
ジュール」にてシステムのアップデートを実施し、 LAN ドライバと PROSet を適用してく 
ださい。 

く LAN ドライバと PROSet のアンインストール手順〉 

1. 現在のネットワークアダプタやオプションネットワークボードの設定情報を控える。 

一 

標準装備のネットワークアダプタやオプションネットワークボードでチー厶(ネットワークア 
ダプタのチー厶）を構成している場合はチー厶を削除してください。削除の前には ip アドレス 
などの設定情報を控えておき、再インストール後に改めて設定してください。 

チー 厶の削除手順は「アダプタフォルトトレランス ( AFT )/ アダプティブ ロー ドバランシング 
( ALB ) のセットアップ」に記述しています。 


導入編 


2. コントロールパネルより[プログラムのアンインストール]をクリックする。 


23 














3. [ Intel ( R ) Network Connections 12.4.38.0] をダプルクリックする。 

[インテル ( R ) ネットワークコネクション(オプションの削除)]が表示されます。 

4. [オプションの削除]で削除項目が選択されているのでそのまま[削除]をクリックする。 
[インテル ( R ) ネットワークコネクション-ソフトウェアの削除]が表示されます。 

5. [はい]を選択する。 

自動でアンインストールが開始されます。 

6 . [ InstallShield ウィザードを完了しました。 ] と表示されるので[完了]をクリックする。 

7. システムを再起動する。 

以上で完了です。 


オプションネットワークポード 

オプションネットワークボードは N 8104 -121/125 となります。 N 8104 -125 を使用する場 
合は前項の「 N 81 04- 125を追加接続する場合の対応」の手順に従って設定を行ってくださ 
い。 N 8104-125 以外のオプションネットワークボードを接続する場合、〇 S のプラグアンド 
プレイ機能が動作し、ドライバが自動でインストールされます。 


アダプタフオルトトレランス （ AFT )/ アダプテイブロードバランシング 
( ALB ) のセツトアップ 


アダプタフォルトトレランス ( AFT ) とは、複数のアダプタでチームを作り、使用されている 
アダプタに障害が発生した場合自動的にチーム内の他のアダプタに処理を移行させるもので 
す。また、アタ'プティブ□ー ドバランシング ( ALB ) とは複数のアダプタでチームを作り、 
サーパから送受信パケットをチームすべてのアダプタから行うことにより、スループットを 
向上させるものです。この ALB 機能は AFT 機能を含んでいます。 

本機能のサボート対象は、標準装備のネットワープアタ'プタとオプションネットワークボー 
ドです。 


I p -0 「 Windows 2008対応差分モジュール」にてシステムのアップデートを実施した場合は、 
再起動を行った後に AFT / ALB のセットアップを行ってください。 

<チームのセットアップ手順> 

1. コントロールパネルより[システムとメンテナンス]配下の[デバイスマネージャを開く]をクリック 
し、[デバイスマネージャ]を起動する。 

2. [ネットワークアダプタ]を展開し [ Intel ( R ) 〜]をタブルクリックする。 

3. [チーム化]のタグを選択し、[その他のアダプタとチーム化する]にチェックを入れ、[新規チーム] 
をクリックする。 

4. チームの名前を入力後、[次へ]をクリックする。 
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5. チームに含めるアダプタをチェックし、[次へ]をクリックする。 

P - O 圍 

1 つのチームに含められるアダプタは 2 つまでです。アダプタを 3 つ以上含めたチーム構成での 
運用は未サボートです。 

6. チームタイプの選択で、「アダプタフォルトトレランス」、「アダブティブロードバランシンク'」の 
いずれかを選択し、[次へ]をクリックする。 

7. [完了]をクリックする。 

8. [デバイス マネージャ] より、上記の手順で設定したチームのアダプタをダブルクリックしてプロ 
パティを開き、[設定]のタグを選択し、[チームの編集]をクリックする。 

9. チーム内のアダプタに対しプライマリ/セカンダリ設定を行う場合、以下の操作を行う。 

ープライマリ設定 

プライマリに設定するアダプタを選択し、「プライマリの設定」をクリックする。 

ーセカンダリ設定 

セカンダリに設定するアダプタを選択し、「セカンダリの設定」をクリックする。 
プライマリ/セカンダリ設定を完了した後、[〇 K ] をクリックして画面を閉じてください。 

ブライマリ/セカンダリ設定は以下の手順で確認できます。 

1) チー厶のアダプタのプロパティ内にある[設定]タブを表示する。 

2) [チー厶内のアダプタ]の各アダプタに表示されているプライマリ/セカンダリを確認する。 

10. [設定]のタグのまま[スイッチのテスト]をクリック後、スイッチのテスト画面が表示されたら、[テ 
ストの実行]をクリックして実行する。 

実行した結果、問題なしのメッセージが表示されれば、テスト完了です。 

11. システムを再起動する。 

以上で完了です。 

<チームの 削除手順> 

1. コントロールパネルより[システムとメンテナンス]配下の[デバイスマネージャを開く]をクリック 
し、[デバイスマネージャ]を起動する。 

2. [ネットワークアダプタ]を展開しチームのアダプタをダブルクリックする。 

3. [設定]タグを選択して[チームの削除]をクリックする。 

4. [チーム設定]のポップアップが表示されるので[はい]をクリックする。 

5. デバイスマネージャのネットワークアダプタ配下に[チーム:チーム名]がないことを確認する。 

6. システムを再起動する。 

以上で完了です。 
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p -〇 • アダプタフォルトトレランス ( AFT ) のチームとして指定するネットワークアダプタは、同 
ースイッチングハブ ( L 2) に接続されることを推奨します。異なるスイッチングハブ ( L 2) 
でも使用できますが、異なるスイッチングハブ ( L 2) に接続する場合は、すべて同一 LAN 
(同ーネットワーク)上に存在する必要があるため、カスケード接続にしてください。 

• アダプティブ□ー ドバランシング ( ALB ) を使用する場合は、スイッチング八ブ ( L 2) に 
のみ接続できます。 

• マザーポードまたはオプションのネットワークカードを交換する場合は、必ずチームを 
削除し、交換後にチームを再作成してください。 


ネットワークドライバのセットアップ 
<転送速度の設定> 

転送速度については下記の手順に従って、ネットワークアタブタへ転送速度と Duplex モード 
の設定をしてください。また、 IP アドレスを設定する際、[インターネットプ□トコル ( TCP / 
IP )] のチェックボックスが外れている場合、チェックを付けてから IP アドレスの設定をして 
ください。 

1. コントロールパネルより[システムとメンテナンス]配下の[デバイスマネージャを開く]をクリック 
し、[デバイスマネージャ]を起動する。 

2. ネットワークアダプタを展開し、以下のいずれがをダプルクリックする。 

Dntel(R) PRO/ 1000 EB Network Connection with I/O Acceleration] 

[Intel(R) PRO/ 1000 EB Network Connection with I/O Acceleration#?] 

[Intel(R) 82575 Gigabit Network Connection] 

[Intel(R) 82575 Gigabit Network Connection#?] 

ネットワークアダプタのプロパティのダイア□ボックスが表示されます。 

3. [リンク速度]タブをクリックし、[速度とデュプレックス]をハプの設定値と同じ値に設定する。 

4. ネットワークアダプタのプロパティのダイアログボックスの[〇 K ] をクリックする。 

以上で完了です。 


WOL のセットアップ 

W 0 L(Wake On Lan ) の設定を行います。 

以下の手順を参照し、ネットワークアダプタの設定を行ってください。 

1. デバイスマネージャを起動する。 

2. ネットワークアダプタを展開し、 [Intel(R) 〜]のアダプタをダブルクリックする。 

ネットワークアダプタのプロパティが表示されます。 

3. [電力の管理]タブを選択し、 [Wake 〇 n LAN] 内に下記の項目にチェックを入れる。 

— Wake On Directed Packet 

— Wake On Magic Packet 

—電源オフ状態がらの Wake 〇 n Magic Packet 

Wake On Directed Packet, Wake On Magic Packet はデフオルトでチェックが入っています0 
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4. ネットワークアダプタのプロパティの[〇 K ] をクリックする。 

5. すべてのウィンドウを閉じて、システムの再起動を行う。 


グラフィックスアクセラレータドライバ 

標準装備のグラフィックスアクセラレータドライバは、出荷時にインストールされていま 
す0 


SCSI コントローラ( N 81 03- 1 07) を使用する場合 

SCSI コント□—ラ ( N 8103-107) を使用する場合、または追加接続する場合、〇 S のプラグア 
ンドプレイ機能が動作し、ドライバが自動でインストールされます。特に作業は必要ありま 
せん。 


Fibre Channel コントローラ( N 81 90- 127/131 ) を使用する場合 

Fibre Charnel コント□—ラ ( N 8190-127/131) を使用する場合、または追加接続する場 
合、〇 S のプラグアンドプレイ機能が動作し、ドライバが自動でインストールされますが、 
その後、ドライバのアップデートが必要です。接続後、 EXPRESSBUILDER から「システム 
のアップデート」を実行してドライバをインス I -ールしてください。 


SAS コント□—ラ( N 81 03-104) を使用する場合 

SAS コント□—ラ ( N 8103-104) を使用する場合、または追加接続する場合、〇 S のプラグア 
ンドプレイ機能が動作し、ドライバが自動でインストールされますが、その後、ドライバの 
アップデートが必要です。接続後、 EXPRESSBUILDER から「システムのアップデート」を実 
行してドライバをインス I -ールしてください。 


ディスクアレイコントローラ ( N 8103 -90) を使用する場合 

ディスクアレイコント□—ラ ( N 8103-90) を使用する場合、または追加接続する場合、〇 SO 
プラグアンドプレイ機能が動作し、ドライバが自動でインストールされます。特に作業は必 
要ありません。 


RAID コント□—ラ ( N 8103 -115) を使用する場合 

RAID コント□—ラ ( N 8103 -115) を使用する場合、または追加接続する場合、〇 S のプラグア 
ンドプレイ機能が動作し、ドライバが自動でインストールされますが、その後、ドライバの 
アップデートが必要です。 

接続後、 RAID コント□—ラ ( N 8103 -115) に添付されているマニュアルを参照してドライバ 
をインストールしてください。 
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P 章害処理のためのセットアップ 

障害が起きたときに障害からより早く、確実に復旧できるようセットアップをしてくださ 
い。詳細な手順については64ページをご覧ください。 

Hype「-V のサポートについて 

Hype 「- V のサポートに関する詳細情報は下記を参照してください。 

http://support.express.nec.co.jp/w 2008 /hyper-v.html 


再セツトアツ 


Windows Server 2008の再セットアップをする場合は、 NEC 8 番街 ( http :// nec 8. com ) から 
「 Express 5800 Windows Server 2008サポートキット」を参照してください。 

夕'ウン□—ドページから 「Windows Server 2008対応差分モジュール」を夕'ウン□—ドし、 
「インストール補足説明書」を参照の上、インストールを行ってください。 
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Windows Server 2003 x64 Editions 

のセットアップ 

ハードウエアのセットアップを完了してから 、 Windows Server 2003 x 64 Editions やシステムのセット 
アップをします。 


カスタムインス I ルモデルのセツトアツ 


BT 〇(工場組み込み出荷)にて「カスタムインス I -ール」を指定して購入された本装置のハード 
ディスクドライブは、お客様がすぐに使えるようにパーティションの設定から、〇 S 、 管理 
用ソフトウェアなどがすべてインストールされています。 

ゾ ここで説明する手順は、「カスタムインストール」を指定して購入された製品で初めて電源 
を〇 N にするときのセットアップの方法について説明しています。再セットアップをする場 

- 合は、 EXPRESSBUILDER に格納されているオンラインドキュメント 「Windows Server 

2003 R2 x64 Edition インストレーションサプリメントガイド」の「マニュアルセットアッ 
プ」を参照してください。 

セットアップをはじめる前に -購入時の状態にっぃて- 

セットアップを始める前に次の点について確認してください。 

本装置のハードウェア構成(ハードディスクドラ 
イブのパーティションサイズも含む）やハード 
ディスクドライブにインストールされているソ 
フトウェアの構成は、購入前のお客様による 
オータ' ( BT 0 (工場組み込み出荷))によって異な 
ります。 

右図は、標準的な本装置のハードディスクドラ 
イブの構成について図解しています。 


セットアップの手順 

次の手順で本装置を起動して、セットアップをします。 

1. 周辺装置、本体の順に電源を〇 N にし、そのまま Windows を起動する。 

しばらくすると、 [Windows セットアップウィザードの開始]画面が表示されます。以降、画面 
の指示に従って必要な設定や表示内容をよく確認し、[次へ]をクリックしてセットアップを進め 
てください。 

一[ライセンス契約](使用許諾契約)画面では、使用許諾契約の内容を確認してください。 

一[ソフトウェアの個人用設定]画面では、名前や会社名または組織名を入力します。 

-[ライセンスモード]画面では、使用するライセンスモードを選択します。 

—[コンピュータ名と Administrator のパスワード]画面では、コンピュータ名と Administrator 
のパスワードを入力してください。 



八ードディスク 
ドライブ 


空きエリア 

Windows Server 
2003 x64 Editions 
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一[日付と時刻の設定]画面では、日付と時刻を正しく設定してください。 

一[ネットワークの設定]画面では、ネットワークの設定を選択します。 

一[ワークグループまたはドメイン名]画面では、ドメインに参加させるか選択します。 
システムが再起動します。 

2. 31ページの「デバイスドライバ(本体標準装備)のセットアップ」を参照して、ネットワークドラ 
イパの詳細設定をする。 

3. オプションのデバイスでドライバをインス!ルしていないものがある場合は、ドライバをイン 
ストールする。 

4. 68ページを参照して障害処理のためのセットアップをする。 

5. 出荷時にインストール済みのソフトウェアの設定およびその確認をする。 

インストール済みのソフトウェアはお客様が購入時に指定したものがインストールされていま 
す。例として次のようなソフトウェアがあります。 

• ESMPRO/ServerAgent 

• エクスプレス通報サービス* 1 

• Universal RAID Utility* 1 

• PowerChute Business Edition (本ソフトウ i アを購入された場合のみ 广 1 

• Microsoft .NET Framework Version 2.0 再頒布可能パッケージ (x64) 

• Microsoft Visual C++ 2005 SP1 再頒布可能パッケージ (x86) * 2 

*1 お客様でご使用になる環境に合った状態に設定または確認をしなければならないソフトウェ 
アを示しています。「ソフトウェア編」の「本装置用バンドルソフトウェア」を参照して使用環 
境に合った状態に設定してください。 

*2 CPU アーキテクチャに関わらず、 （ x86) を使用します。 

irOBM 

• カスタムセットアップで出荷された場合、インス!-ールされているサービスパックのバー 
ジョンと、装置に添付されているサービスパックのバージョンが異なる場合があります。 
サービスパック情報に関しては、下記サイトより詳細情報を確認してください。 

[8 番街] http :// nec 8. com / 

• 装置に 「NEC Express 5800シリーズ Windows ® Server 2003 RUR CD - ROM 」 が 
添付されている場合がありますが、 CD-ROM は使用せず、破棄するか、装置に添付されて 
いる他の媒体と異なった場所に保管してください。 

6. 75ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。 

以上でカスタムインストールで購入された製品での初めてのセットアップは終了です。 

再セットアップをする際は「マニュアルセットアップ」を使用してください。「マニュアルセッ 
トアップ」は、 EXPRESSBUILDER に格納されているオンラインドキュメント 「Windows 
Server 2003 R 2 x 64 Edition インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してくださ 
い。 
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デバイスドライバ(本体標準装備)のセットアップ 

オプションのデバイスドライバのインストールやセットアップについてはオプションに添付 
の説明書を参照してください。 


受信側スケーリングのセットアップ 

標準ネットワークアタブタ [ Intel ( R ) PRO/IOOO EB Network Connection with I/O 
Acceleration ]、[ Intel ( R ) PRO/IOOO EB Network Connection with I/O Acceleration #?] 
は設定変更が必要のため、以下の手順で実施してください。 

I H -〇 Windows Server 2003 64- bit ( x 64) Edition の場合は、 Intel ( R ) PROSet をインス 
l -ールする前に下記の手順を実施してください。 

1. デバイスマネージャを起動する。 

2. デバイスマネージャより、[ネットワークアタブタ]を展開し [Intel(R) PR0 1000〜]のプロパティ 
を開<。 

3. [詳細設定]タブを選択し、[受信側スケーリング]をオフに変更する。 

4. [〇 K ] をクリックする。 

5. システムを再起動する。 

以上で完了です。 

11-0 Windows Server 2003 64- bit ( x 64) Edition で、 Intel ( R ) PROSet をインス I ル 
している場合、受信側スケーリングの設定項目が表示されないことがあります。その場合 
は、 [ Intel ( R ) PROSet のアンインス!-ール手順]に従って PROSet をアンインス!-ール 
し、上記の手順で受信側スケーリングの設定を行ってください。 

再度、 Intel ( R ) PROSet をインス!ルする場合は次項 「 PROSet 」 を参照してください。 
[Intel(R) PROSet のアンインス I -ール手順] 

1. コント□ールパネルを起動する。 

2. [プログラムの追加と削除]をダブルクリックする。 

3. [Intel(R) PRO Network...] を選択し、[変更と削除]ボタンをクリックする。 

4. [インテル (R) PRO Network Connections] が表示されたら以下の3点すべてに、チェックが入っ 
ていることを確認して[削除]ボタンをクリックする。 

- ドライバ 

—インテル ( R) PROSet for windows デバイスマネージャ 
— Advanced Network Services 

5. ダイアログが表示されたら[はい]をクリックする。 

アンインストールが開始されます。 

6. [完了]をクリックします。 

以上で完了です。 
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PROSet 


PROSet は、ネットワークドライバに含まれるネットワーク機能確認ユーティリティです。 
PROSet を使用することにより、以下のことが行えます。 

-アダプタ詳細情報の確認 

-ループバックテスト、バケット送信テストなどの診断 
—チームの設定 

ネットワークアダプタ複数枚をチームとして構成することで、本装置に耐障害性に優れた環 
境を提供し、本装置とスイッチ間のスループットを向上させることができます。 

このような機能を利用する場合は、 PROSet が必要になります。 

PROSet をインストールする場合は、以下の手順に従ってください。 

1. 「EXPRESSBUILDERJDVD を CD-RW/DVD-R 〇 M 装置にセットする。 

2. エクスプローラを起動す る。 

3. 「¥001¥win¥wimt;¥w2k3amd¥dl3¥prose1:¥winx64」 ディレクトリ内の 「dxsetup.exe」 アイコ 
ンをダブルクリックする。 

[Intel(R) PROSet - Installshield ウィザード]が起動します。 

4. [次へ]をクリックする。 

5. 使用許諾契約を読み、同意するならば[使用許諾契約の条項に同意します]を選択して[次へ]をク 
リックする。 

6. デフォルトのまま[次へ]をクリックする。 

7. 再度、使用許諾契約を読み、同意するならば[使用許諾契約の条項に同意します]を選択して[次へ] 
をクリックする。 

8. [インストール]をクリックする。 

9. [InstallShield ウィザードを完了しました]というメッセージが表示されたら、[完了]をクリックする。 

10. 「EXPRESSBUILDERJDVD を取り出して、システムを再起動する。 


以上で完了です。 

ゾ ドライバおよび PR 〇 Set に関する操作は、必ず本体装置に接続されたコンソールから管理者 
| チク | 権限 (Administrate) 「等)で□グインして実施してください。 0S のリモートデスクトップ機能 
1 - 1 によるリモートからの設定変更操作はサポートしておりません。 
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ネットワークドライバ 

標準装備の4つのネットワークドライバは、 BT 〇出荷時、または EXPRESSBUILDER から 
「システムのアップデート」を実行するとインス I -ールされます。 

インストール後は、次の手順に従って、ドライバへ転送速度と Duplex モードの設定をしてく 
ださい。また、 IP アドレスを設定するとき、[インターネットプロトコル ( TCP / IP )] のチェッ 
クボックスが外れている場合は、チェックを付けてから IP アドレスを設定してください。 

[PROSet がインス I- ールされていない場合 ] 

1. デバイスマネージャを起動する。 

2. ネットワークアダプタを展開し、以下のいずれがダブルクリックする。 

[Intel(R) PRO/ 1000 EB Network Connection with I/O Acceleration] 

[Intel(R) PRO/ 1000 EB Network Connection with I/O Acceleration#?] 

[Intel(R) 82575 Gigabit Network Connection] 

[Intef(R) 82575 Gigabit Network Connections] 

ネットワークアダプタのプロパティのダイア□ボックスが表示されます。 

3. [詳細設定]タブをクリックし、[リンク速度とデュプレックス]を八プの設定値と同じ値に設定する。 

4. ネットワークアダプタのプロパティのダイアログボックスの[〇 K] をクリックする。 

以上で完了です。 

[PROSet がインス I- ールされている場合 ] 

1. デバイスマネージャを起動する。 

2. ネットワークアダプタを展開し、以下のいずれかをダプルクリックする。 

[Intel(R) PRO/ 1000 EB Network Connection with I/O Acceleration] 

[Intel(R) PRO/ 1000 EB Network Connection with I/O Acceleration#?] 

[Intel(R) 82575 Gigabit Network Connection] 

[Intel(R) 82575 Gigabit Network Connection#?] 

ネットワークアダプタのプロパティのダイア□ボックスが表示されます。 

3. [リンク速度]タブをクリックし、[速度とデュプレックス]をパブの設定値と同じ値に設定する。 

4. ネットワークアダプタのプロパティのダイアログボックスの[〇 K] をクリックする。 

以上で完了です。 

以上でドライバのインストールは完了です。 

また、必要に応じてプロトコルやサービスの追加/削除をしてください。 

[ネットワーク接続]から□一カルエリア接続のプ□パティダイアログボックスを表示させて 
行います。 

サービスの追加にて、[ネットワークモニタ]を追加することをお勧めします。 

[ネットワークモニタ]は、[ネットワークモニタ]をインストールしたコンピュータが送受信 

1 - ' するフレー厶（またはパケット）を監視することができます。 

ネットワーク障害の解析な どに 有効なツールです。インストールの手順は、この後の「障害 
処理のためのセットアップ丨を参照してください。 
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グラフ イツ クスアクセラレータドライバ 


標準装備のグラフィックスアクセラレータドライバは、 BT 〇出荷時、または 
EXPRESSBUILDER から「システムのアップデート」を実行するとインストールされます。 
ドライバを個別に再インストールしたいときは、次の手順に従ってください。 

1. 「EXPRESSBUILDER」DVD を CD-RW/DVD-R 〇 M 装置にセットする。 

2 . スタートメニューから[プログラム]-[アクセサリ]の順でポイントし、[エクスプローラ]をクリッ 
クする。 

3. 「¥〇01 ¥win¥wimt¥w2k3amd¥video」 ディレクトリ内の [install.bat] アイコンをタブルクリック 
する。 

メッセージにしたがってインストール作業を進めてください。 

途中、"デジタル署名が見つかりませんでした。..."とのメッセージが表示される場合は、「はい」 
をクリックしてインストールを続けてください。 

4. 「EXPRESSBUILDERJDVD を CD-RW/DVD-R 〇 M 装置から取り出し、画面の f 旨示にしたが、つて 
〇 S を再起動する。 


オプションのネットワークボードのドライバ 

「 EXPRESSBUILDERJDVD に格納されてし^るドライバをインス I ルしてください。 

「 N81 04- 121 /125/126 」の場合 

「¥001 ¥ win ¥ winnt ¥ w 2 k 3 amd ¥ dl 3¥ pro 1000 ¥ winx 64」 

「 N 8 104-123 A 」 のネットワークボードを使用する場合は、添付されている CD か FD に格納さ 
れているドライバを使用してください。なお、インストール手順が不明な場合は、添付され 
ているネットワークドライバのインストール手順を参照してください。 

< オプションポード用ネットワークドライバのインス I- ール > 

1. デバイスマネージャを起動する。 

2. [ネットワークアダプタ]— [Intel(R) 卩卩〇/100〇〜]または[时6阳） PRO/ 1◦◦〜 ] をタブルクリッ 
クする。 

[Intel(R) PR0/1 ◦〇◦〜]または [Intel(R) PR0/1 〇〇〜]ダイアログボックスが表示されます。 

[? その他のデバイス]-^?イーサネットコントローラ]がある場合は [? イーサネットコント 
口ーラ]をダブルクリックしてくださし、。 

3. [ドライバ]タブを選択し、[ドライバの更新]をクリックする。 

[ハードウエアの更新ウィザード]が表示されます。 

4. [一覧または特定の場所からインストールする（詳細)]を選択し、[次へ]をクリックする。 
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5. [次の場所で最適のドライバを検索する]を選択し、[次の場所を含める]にチェックを入れ、 

「 N 81 04- 121ハ25/126」の場合 

「¥〇〇1 ¥win¥winnt¥w2k3amd¥dl3¥pro 1000 ¥winx64」 

と入力し、[次へ]をクリックする。 

ドライバの検索が開始され、検索後にインストールが始まります。しばらくすると[八ードウェア 
の更新ウィザードの完了]画面が表示されます。 

6. [完了]をクリックする。 

以上で完了です。 


アダプタフオルトトレランス （ AFT )/ アダプティブロードバランシング 
( ALB ) のセットアップ 

アダプタフォルトトレランス ( AFT ) とは、複数のアダプタでチームを作り、使用されている 
アダプタに障害が発生した場合、自動的にチーム内の他のアダプタに処理を移行させるもの 
です。また、アタ'プティブ□—ドバランシング ( ALB ) とは複数のアダプタでチームを作り、 
サーバから送受信バケットをチームすベてのアダプタから行うことにより、スループットを 
向上させるものです。この機能は AFT 機能を含んでいます。 

チームの機能をサボートしているのは標準装備のネットワークアタ'プタとオプションネット 
ワークボードです。 

<チームのセッ ト アップ 手順> 

I n -0 AFT / ALB のセットアップは、ドライバインストール後、必ず再起動した後に行う必要があ 
圓 D 村。 

1. [デバイスマネージャ]を起動する。 

2. [ネットワークアタブタ]を展開し [Intel(R) 〜]をタブルクリックする。 

3 .チーム化のタブを選択し、「その他のアダプタとチ _ ム化する (T)」 にチェックを入れ、[新規チー 
ム]をクリックする。 

4. チームの名前を入力後、[次へ]をクリックする。 

5. チームに含めるアダプタをチェックし、[次へ]をクリックする。 

6. チームタイプの選択で、「アダプタフォルトトレランス」、「アダブティブロードバランシンク'」の 
いずれかを選択し、[次へ]をクリックする。 

7. [完了]をクリックする。 

8. デバイスマネージャより、上記で設定したチーム名のデバイスのプロパティを開く。 

「設定」のタグを選択し、[チームの編集]をクリックします。 

9. チーム内のアダプタに対しプライマリ/セカンダリ設定を行う場合、以下の操作を行う。 

—プライマリ設定 

プライマリに設定するアダプタを選択し、「プライマリの設定」をクリックする。 

ーセカンダリ設定 

セカンダリに設定するアダプタを選択し、「セカンダリの設定」をクリックする。 
プライマリ/セカンダリ設定を完了した後、[〇 K] をクリックして画面を閉じてください。 
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プライマリ/セカンダリ設定は以下の手順で確認できます。 

1. チー厶のアダプタのプロパティ内にある[設定]タブを表示する。 

2. [チー厶内のアダプタ]の各アダプタに表示されているプライマリ/セカンダリを確認する。 

10. [設定]タブのまま[スイッチのテスト]をクリック後、スイッチのテスト画面が表示されたら、[テ 

ストの実行]をクリックして実行する。 

実行結果、問題なしのメッセージが表示されれば、テスト完了です。 

n . システムを再起動する。 

以上で完了です。 

<チームの 削除手順> 

1. デバイスマネージャを起動する。 

2 . [ネットワークアダプタ]を展開しチームのアダプタをダブルクリックする。 

3. [設定]タグを選択して[チームの削除]をクリックする。 

4. [チーム設定]のポップアップが表示されるので[はい]をクリックする。 

5. デバイスマネージャのネットワークアダプタ配下に[チーム:チーム名]がないことを確認する。 

6. システムを再起動する。 

以上で完了です。 

P-O • アダプタフォルトトレランス ( AFT ) のチームとして指定するネットワークアダプタは、 
同ースイッチング八ブ ( L 2) に接続されることを推奨します。異なるスイッチング八ブ 
( L 2) でも使用できますが、異なるスイッチング八ブ ( L 2) に接続する場合は、すべて同 
一 LAN (同ーネットワーク)上に存在する必要があるため、カスケード接続にしてくだ 
さい 。 

• アダプティブ□ー ドバランシング ( ALB ) を使用する場合は、スイッチング八ブ ( L 2) に 
のみ接続できます。 

• アダプティブロードバランシング ( ALB ) のグループとして指定するアダプタは、同一八 
ブに接続してください。 

• マザーポードまたはオプションのネットワークポードを交換する場合は、必ずチームを 
削除し、交換後にチームを再作成してください。 
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WOL のセツトアップ 


WOL(Wake On Lan ) の設定を行います。 

以下の手順を参照し、ネットワークアダプタの設定を行ってください。 

[ PROSet がインス I -ールされている場合] 

1. [デバイスマネージャ]を起動する。 

2. ネットワークアダプタを展開し、 [Intel(R) 〜]のアダプタを夕'プルクリックする。 

ネットワークアダプタのプロパティが表示されます。 

3. [電力の管理]タブを選択し、 [Wake 〇 n LAN] 内に下記の項目にチェックを入れる。 

— Wake On Directed Packet 

— Wake On Magic Packet 

—電源オフ状態からの Wake On Magic Packet 

Wake On Directed Packet, Wake On Magic Packet はデフオルトでチェックが入っています0 

4. ネットワークアダプタのプロパティの[〇 K] をクリックする。 

5. すべてのウィンドウを閉じて、システムの再起動を行う。 

[ PROSet がインス I -ールされていない場合] 

1. デバイスマネージャを起動する。 

2. ネットワークアダプタを展開し、 [Intel(R) 〜]のアダプタを夕'プルクリックする。 

ネットワークアダプタのプロパティが表示されます。 

3. [電力の管理]タブを選択し、下記の項目にチェックを入れる。 

一電力の節電のため、コンピュータでこのデバイスの電源をオフにできるようにする 
-このデバイスで、コンピュータのスタンバイ状態を解除できるようにする 

4. [詳細設定]タブを選択する。 

5. [PME をオンにする]の[値]を 11 オン"にする。 

6. ネットワークアダプタのプロパティの[〇 K] をクリックする。 

7. すべてのウィンドウを閉じて、システムの再起動を行う。 


ディスクアレイコントローラ ( N 8103 -90) を使用する場合 

ディスクアレイコントローラ ( N 8103-90) を使用する場合、または追力□接続する場合、〇 SO 
プラグアンドプレイ機能が動作し、ドライバが自動でインストールされます。特に作業は必 
要ありません。 
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SAS コントローラ( N 81 03-104) を使用する場合 

SAS コントローラ ( N 8103-104) を使用する場合、または追加接続する場合、〇 S のプラグア 
ンドプレイ機能が動作しますが、ドライバは自動インストールされません。接続後、 
EXPRESSBUILDER から「システムのアップデート」を実行してドライバをインストールして 
ください。 


SCSI コント□—ラ( N 81 03- 1 07) を使用する場合 

SCSI コント□—ラ ( N 8103 -107) を使用する場合、または追加接続する場合、〇 S のプラグア 
ンドプレイ機能が動作しますが、ドライバは自動インストールされません。接続後、 
EXPRESSBUILDER から「システムのアップデート」を実行してドライバをインストールして 
ください。 


RAID コントローラ( N 81 03-1 1 5) を使用する場合 

RAID コント□—ラ ( N 8103-115) を使用する場合、または追加接続する場合、〇 S のプラグア 
ンドプレイ機能が動作し、ドライバが自動でインストールされますが、その後、ドライバの 
アップデートが必要です。 

接続後、 RAID コント□—ラ ( N 8103 -115) に添付されているマニュアルを参照してドライバ 
をインストールしてください。 


P 章害処理のためのセットアップ 

障害が起きたときに障害からより早く、確実に復旧できるようセットアップをしてくださ 
い。詳細な手順についてはユーザーズガイド (68 ページ)をご覧ください。 


再セツトアツ 


Windows Server 2003 x 64 Editions の再セットアップをする場合は 、 EXPRESSBUILDER 
に格納されているオンラインドキュメント 「Windows Server 2003 R 2 x 64 Edition インス 
トレーシヨンサプリメントガイド」の「マニュアルセツトアップ」を参照してください。 
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Windows Server 2003 のセットアップ 

ハードウエアのセットアップを完了してから、 Windows Server 2003 やシステムのセットアップをしま 
す。再インストールの際にも参照してください。 

v-O Windows Server 2003, Standard Edition / Enterprise Edition をご利用の場合、 
インス I ルに使用する OS インス I ルメディアについては、必ず 『Service Pack 1 
が内包されたメディア』をご使用ください。 


カスタムインストールモデルのセツトアツ 


BT 〇(工場組み込み出荷)にて「カスタムインス I -ール」を指定して購入された本装置のハード 
ディスクドライブは、お客様がすぐに使えるようにパーティションの設定から、〇 S、 管理 
用ソフトウェアなどがすべてインストールされています。 

ゾ ここで説明する手順は、「カスタムインストール」を指定して購入された本装置で初めて電 
源を〇 N にするときのセットアップの方法について説明しています。再セットアップをする 

- 場合や、その他の出荷状態のセットアップをする場合は、「シームレスセットアップ」や「応 

用セットアップ」を参照してください。 

セットアップをはじめる前に- 購入時の状態にっぃて- 

セットアップを始める前に次の点について確認してください。 

本装置のハードウェア構成(ハードディスクドラ 
イブのパーティションサイズも含む）やハード 
ディスクドライブにインストールされているソフ 
トウェアの構成は、購入前のお客様によるオーダ 
によって異なります。 

右図は、標準的な本装置のハードディスクドライ 
ブの構成について図解しています。 


空きエリア 


Windows Server 
2003 


八ードディスク 
ドライブ 
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セツトアップの手順 


次の手順で本装置を起動して、セットアップをします。 

1. 周辺装置、本体の順に電源を〇 N にし、そのまま Windows を起動する。 

しばらくすると 、 [Windows Server 2〇〇3セットアップ]画面が表示されます。以降、画面の指 
示に従って必要な設定や表示内容をよく確認し、[次へ]をクリックしてセットアップを進めてく 
ださい。 

一[ライセンス契約](使用許諾契約)画面では、使用許諾契約の内容を確認してください。 

一[ソフトウェアの個人用設定]画面では、名前や会社名または組織名を入力します。 

一[ライセン スモー ド]画面では、使用するライセンスモードを選択します。 

—[コンピュータ名と Administrator のパスワード]画面では、コンピュータ名と Administrator 
のパスワードを入力してください。 

一[日付と時刻の設定]画面では、日付と時刻を正しく設定してください。 

一[ネットワークの設定]画面では、ネットワークの設定を選択します。 

一[ワークグループまたはドメイン名]画面では、ドメインに参加させるか選択します。 

システムが再起動します。 

2. 54ページの手順24以降を参照して、ネットワークの詳細設定をする。 

3. オプションのデバイスでドライバをインス!ルしていないものがある場合は、ドライバをイン 
ストールする。 

4. 68ページを参照して障害処理のためのセットアップをする。 

5. 出荷時にインストール済みのソフトウェアの設定およびその確認をする。 

インストール済みのソフトウェアはお客様が購入時に指定したものがインストールされていま 
す。例として次のようなソフトウェアがあります。 

參 ESMPRO/ServerAgent 
• エクスプレス通報サービス* 

• Universal RAID Utility * 

• PowerChute Business Edition (本ソフトウェアを購入された場合のみ）* 

• 情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」 

• Microsoft .NET Framework Version 2.0 再頒布可能パッケージ ( x 86) 

• Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1 再頒布可能パッケージ ( x 86) 

上記のソフトウェアで P 」 印のあるものは、お客様でご使用になる環境に合った状態に設定または 
確認をしなければならないソフトウェアを示しています。「ソフトウェア編」の「本装置用バンドル 
ソフトウェア」を参照して使用環境に合った状態に設定してください。 



• カスタムセットアップで出荷された場合、インス!-ールされているサービスパックのバー 
ジョンと、装置に添付されているサービスパックのバージョンが異なる場合があります。 
サービスパック情報に関しては、下記サイトより詳細情報を確認してください。 

[8 番街] http :// nec 8. com / 

• 装置に 「NEC Express 5800シリーズ Windows ® Server 2003 RUR CD - ROM 」 が 
添付されている場合がありますが、 CD - ROM は使用せず、破棄するか、装置に添付されて 
し、る他の媒体と異なった場所に保管してください。 

6 . 75ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。 

以上でカスタムインストールで購入された本装置での初めてのセットアップは終了です。 
再セツトアップをする際は「シームレスセツトアップ」を使用してください。 
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—ムレスセツトアツ 



EXPRESSBUILDER の「シームレスセットアップ」機能を使ってセットアップします。 

本機能は、本装置に接続された RAID コントローラを自動認識して RAID システムを構築しま 
すので、あらかじめ、「ハードウエアのセツトアップ」 （18 ページ)の設定を完了させておいて 
ください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


Step | 这 1 


メニュー機尺して、「次へ」ポダノを押して沈さい 0 

■ RAID 描结や 0S をインストールする場合は、「シームレスセットアッゴを実行する」を迸折してくだ 
•作葉を終了する埸合は、 「EXPRESSBUILDER を終了する掩逞折してください。 


• シームレスセットアッゴを実行する 


へ Window 用 OEM-Disk を作成する 
"■ IW 用ドライパディスクを作成する 

scovery； トティジョンを作成する (IW サービス乜ット用） 
ワィク"レーン g ン借報杜づ CK ドする 
IILDERI こドライ J 徒口ードする 


"RAID のコンフィヴ 
"EXPRESSBUILDE： 


广っ次へ 


Version 5.XX-XXX .XX 


シームレスセットアップでは、設定によってはハードディスクの内容を削除します。入力す 
るパラメータにご注意ください。特に、以下の設定時には注意が必要です。 

一 Step 4 「 RA 旧の設定」 

一 Step 5「メディアとパーティションの設定」 

必要に応じユーザーデータのバックアップを取ることを推奨します。 


ぼエックI 


■L 

rpn 


シームレスセットアップを使用しないインストール方法など、特殊なセットアップについて 
は、76ページの「応用セットアップ」で説明しています。 

• シー厶レスセットアップでは、あらかじめ作成したパラメータファイルを使用したり、 
セットアップ中に設定したパラメータをパラメータファイルとしてフロッピーディスク 
(別途1 .44MB フォーマット済み空きフロッピーディスクをお客様でご用意くださしヽ）に 
保存することができます。フロッピーディスクをご使用の場合は、別途 USB フロッピー 
ディスクドライブをご用意ください。 

• パラメータファイルは、 EXPRESSBUILDER にある「 ExpressPicnic®」 を使って事前に 
作成しておくことができます。 

ExpressPicnic を使ったパラメ ータファイルの作成方法については、323ぺージを参照し 
てください。 
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セツトアップ前の確認事項について 


シームレスセツトアップを始める前に、ここで説明する注意事項について確認しておいてく 
ださい。 


Windows フアミリについて 

Windows Server 2003ファミリのうち、シームレスセットアップでインス I '■'ール可能なエ 
ディションは次のとおりです。 

サービスパックについては、 「 EXPRESSBUILDER がサボートしているサービスパック」 （17 
ページ)を参照してください。 

• Windows Server ® 2003 R 2, Standard Edition 日本語版 

• Windows Server ® 2003 R 2, Enterprise Edition 日本語版 

• Windows Server ® 2003, Standard Edition 日本語版 

• Windows Server ® 2003, Enterprise Edition 日本語版 


以降 「Windows Server 2003」と呼びます。 


その他の〇 S をインス I -ールするときはお買い求めの販売店または保守サービス会社にお問 
い合わせください。 

p -〇 Windows Server 2003 x 64 Editions では、シームレスセットアップを使用できませ 
ん。再セットアップする場合は 、 「Windows Server 2003 R 2 x 64 Edition インスト 
レーシヨンサプリメントガイド」を参照し、「マニュアルセツトアップ」を使用してくださ 
し、0 


BIOS の設定について 

Windows Server 2003をインストールする前にハードウエアの BIOS 設定などを確認して 
ください。216ページを参照して設定してください。 


注意すべきハードウェア構成について 

Windows Server 2003をシームレスセットアップでインストールするとき、次のような 
ハードウェア構成においては特殊な手順が必要となります。 

ミラー化されているポリユームへのインストールについて 

[ディスクの管理]を使用してミラー化されているボリュームにインストールする場合は、イ 
ンストールの実行前にミラー化を無効にして、ベーシックディスクに戻し、インス!-ール完 
了後に再度ミラー化してください。 

ミラーボリュームの作成あるいはミラーボリュームの解除および削除は[コンピュータの管 
理]内の[ディスクの管理]から行えます。 

MO 装置の接続について 

インストール時に M 〇装置を接続したままファイルシステムを NTFS に設定すると、ファイ 
ルシステムが正しく変換されない場合があります。ファイルシステムが正しく変換されな 
かった場合は、 M 〇装置を外してインストールを最初からやり直してください。 
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DAT 等のメディアについて 


シームレスセットアップでは、 DAT 等のインストールに不要なメディアはセットしないでく 
ださい。 

複数台のハードディスクドライブ(論理ドライブ)の接続について 

Windows システムをインストールしようとするハードディスクドライブのほかに別のハー 
ドディスクドライブを接続する場合は、 Windows をインストールした後に接続してくださ 
い。また、論理ドライブが複数存在するシステムへの再セットアップについては、「論理ド 
ライブが複数存在する場合の再セツトアップ手順」 (78 ページ)を参照してください。 


■L 

rpn 


データディスク用として N 8103 -90 ボードを接続する場合は、 RAID コン ト ローラのコン フィ 
グレー ション 情報をクリアしてからシームレス セッ トアップを開始してください。 コン フィ 
グレー ション 情報のクリア手順についてはN81 03-90 ボードに添付のマニュアルを参照して 
ください。 

N8103-115 ボードを接続したまま、シー厶レスセットアップを実施すると、 RAID の設定画 
面で内蔵 RAID コントローラへの RAID の設定が行えません。 「RAID システムのコンフィグ 
レーション」を参照し、手動にて RAID を構築した後、シームレスセットアップを実施してく 
ださい。この時、シー厶レスセットアップの STEP4「RAID の設定」の画面では「論理ドラ 
イブの作成をスキップする」を選択してくださし、。 

ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブへの再インストールに 

ついて 

夕'イナミックディスクへアップグレードした場合、既存のパーティションを残したままでの 
再インストールはできません。この場合、 「 EXPRESSBUILDERJDVD に格納されてし、る 
「Windows Server 2003インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してセツトアップ 
してください。 


システムノ《ーテイシヨンのサイズについて 

Windows システムをインストールするために必要なパーテイシヨンのサイズは、次の計算式から求 
めることができます。 

インストールに必要なサイズ+ページングファイルサイズ+ダンプファイルサイ 
ズ+アプリケーションサイズ 


インストールに必要なサイズ 


ページングファイルサイズ(推奨） 
ダンプファイルサイズ 
アプリケーションサイズ 


3500 MB(Windows Server 2003 R 2) 
3500 MB(Windows Server 2003 with 
Service Pack 1) 

3500 MB(Windows Server 200 3 R 2 
with Service Pack 2) 

5300 MB(Windows Server 200 3 R 2 
+Service Pack 2 CD - ROM ) 

5300 MB(Windows Server 2003 with 
Service Pack 1 +Service Pack 2 CD - 
ROM ) 

搭載メモリサイズ x 1.5 
搭載メモリサイズ十 12 MB 
任意 
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n -〇 • 上記ページングファイルサイズはデバッグ情報(ダンプファイル)採取のための推奨サイ 
ズです。ブートポリュームには、ダンプファイルを格納するのに十分な大きさの初期サ 
イズを持つベージングファイルが必要です。また、ページングファイルが不足すると仮 
想メモリ不足により正確なデバッグ情報を採取できない場合があるため、システム全体 
で十分なページングファイルサイズを設定してください。 

• 1つのパーティションに設定できるページングファイルサイズは最大で4095 M 巳で 
す。搭載メモリサイズ XI . 5倍のサイズが4095 MB を超える場合は、4095 MB で設 
定してください。 

• 搭載メモリサイズが 2 GB 以上の場合のダンプファイルサイズの最大は 「2048 MB + 
12 MB 」 です。 

• その他アプリケーションなどをインス!-ールする場合は、別途そのアプリケーションが 
必要とするディスク容量を追加してください。 

例えば、搭載メモリサイズが 512 MB の場合、パーティションサイズは、前述の計算方法から 

3500 MB + (512 MB X 1.5) + 512 MB + 12 MB + アプリケーションサイズニ 
4792 MB +アプリケーションサイズ 

となります。 

システムをインストールするパーティションサイズが「インストールに必要なサイズ+ベー 
ジングファイルサイズ」より小さい場合はパーティションサイズを大きくするか、ディスク 
を増設してください。ダンプファイルサイズを確保できない場合は、次のよラに複数のディ 
スクに割り当てることで解決できます。 

1. 「インス I -ールに必要なサイズ+ページングファイルサイズ」を設定する。 

2 . 「障害処理のためのセットアップ」を参照して、デバッグ情報（ダンプファイルサイズ 
分） を別のディスクに書き込むよラに設定する。 

ダンプファイルサイズを書き込めるスペースがディスクにない場合は「インストールに必要なサ 
イズ+ベージングファイルサイズ」でインストール後、新しいディスクを増設してください。 


サービスパックの適用について 

• Windows Server 2003, Standard Edition をご利用の場合、インストールに使用する 
〇 S インストールメディアについては、必ず 『Service Pack 1が内包されたメディア』 
をご使用ください。再度 Service Pack 1を適用する必要はありません。 

• Service Pack 2が内包された〇 S インストールメディアを使用しインストールされた 
場合は、再度 Service Pack 2 を適用する必要はありません。 

• Windows Server 2003 R 2 をインストールする場合は 、 Service Pack 1を適用する必 
要はありません。 

• Windows Server 2003 R 2 をインストールする場合は、シームレスセットアップ中に 
サービスパックを適用しないでください。サービスパックはシームレスセットアップ完 
了後 Windows Server 2003 R 2 DISC 2のインストールを実施した上で「システムのアッ 
プデート」にて適用してください。 

• 本装置に添付されているサービスパック以降のサービスパックを使用する場合は、下記 
サイトより詳細情報を確かめた上で使用してください。 

[NEC 8番街] http :// nec 8. com / 
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セットアップの流れ 

シームレスセツトアップの流れを図に示します。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


Step p- I ， 

ノて ' rj 欠 

ds をイン. 

广る埸合 I 

广 Windows 用 OEM-： 
广 Linux 用ドライバう 
<-Linux Recover パ 


仁ュー娜尺して' r 次へ J ボダノを押してばさい。 

■ RAID 梅窫ゃ OS をインストールする場合は、「シームレスセットアップを実行する 
.作業を終了する埸合は、 「EXPRESSBUILDE_ 了する」を逞択じ C くだ执、。 

^シームレスセットアップを実行する 


トティシ3ン辦成す奴サービスセット用） 
r ノ惟報をセーブ /□ ー ドする 
EXPRESSBUILDER! こドライノ法口'-ドす 5) 


©次へ 



パラメータの□ー ド （ Step 2) 


ニスキップする: 


次へ 

OS の選択 ( Step 3) 


RA 旧の設定 （ Step 4) 


Windows の詳細設定 ( Step 5~10) 


次へ 

命 

パラメータのセーブ ( Stepl 1) 


次へ 


自動インストールの開始 ( Step 12) 


如 


実行する 



自動的に作業が進む内容 


Windows Server 2003 R 2 は除 <〇 


導入編 
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セットアップの手順 

シームレスセットアップでは、ウイザード形式により各パラメータを設定していきます。こ 
のとき、各パラメータを一つのファイル(パラメータファイル）としてフロッピーディスクへ 
保存することも可能です。 


パラメータファイルを使ってセットアップするときは、ファイル保存用として 1.44 MB 
フォーマット済みの空きフロッピーディスクが1枚必要となります。あらかじめ、お客様で 
フロッピーディスクをご用意ください。 

再インストールのときは、保存しておいたパラメータファイルを読み込ませることで、ウィ 
ザードによるパラメータ入力を省略することができます。 



事前に『注意すべきノ V — ドウェア構成について』 （42 ページ)を確認してください。 


1. 周辺装置、本装置の順に電源を〇 N にする。 

2. 本装置の光ディスクドライブに 「 EXPRESSBULDERJDVD をセツトする。 


3. DVD をセツトしたら、リセツトする（く Ctrl 〉 + < Alt > + < Delete > キーを押す)か、電源を〇 FF/ON 
して本装置を再起動する。 

DVD から EXPRESSBUILDER が起動します。 


右のメッセージが表示されたら、 「0 s 
installation *** default ***」を選択し 
てください(何もキー入力がない場合で 
も、 自動的に手順4の画面へ進みま 

す）〇 



4. [シームレスセットアップを実行する]を 
選択し、[次へ]をクリックする。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


Step , フュ - |+ 


メニューを遥択して、「次へ」ボタンを押してください。 

.RAID 描築や 0S をインストづレする場合は、「シームレスセツトアップを実行する」を逞択してくださ^。 
•作業を終了する埸合は、 「EXPRESSBUILDER を終了する」を逞択してください。 


9 シームレスセットアップを実行する 


Windows 用01 
へ Linux 用ドラづ 

"RAID のコンフィ 
EXPRESSBUILE 


弔 OEM-Disk を作成する 
Iドライパディスクを作成する 
へ Linux Recovery； 、♦ーティションを作成する (Li™* サービス乜ット用） 
ン3ン情報杜づ〇—ドする 


) 次へ 


Version 5.XX-XXX.XX 
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5. パラメータを 口ー ドす る。 

[パラメータの□ー ド]画面が表示されま 
す。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


step 


!の入った FD をドライプへセットして、 「 J 行メー效ロードする」を逞折し、 
JU 

トタをロードしな I 、』碰尺してください。 

※フロッピ'-ディスクドライヴが接続されていな I 、埸合は。、♦ラメータをロードしない」を逞折してください。 


-夕をロードする塌合は、）、♦ラメ'-夕のフ 
-タファイルのノ、♦スを入力じ C ください。 
■5 をロードしない垠合は、「バラメー免 

7ドライブが接続さ； 

バラメータをロイ 
バラメータを CM 


トドしない 
ドする： [ 


J 


©次へ 


Vewion5.XX-XXX.XX 


[パラメータフアイルを使用しない場合] 

「パラメータを口ードしない」を選択して、[次へ]をクリックする。 


[fl^l 

フロッピーディスクドライブが装置に接続されていない場合、こちらを選択してくださし、。 

[パラメータファイルを使用する場合] 

「パラメータを口ードする」を選択し、パラメータファイルのパスをボックスへ入力する。この 
後、各ウィザードにてファイルから口ードされたパラメータを確認する場合は[次へ]を、確認し 
ないでそのままインストールする場合は[スキップする]をクリックする。 


パラメータファイルのパスおよびファイル名に日本語は使用しないでください。 

[次へ]をクリック—手順6へ 
[スキップする]をクリック — 手順15へ 


6 . インストールする〇 S を選択する。 

[ Windows (32 bit エディシヨン)をイン 
ストールする]を選択して、[次へ]をク 
リックしてください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


Step 




インスト'-ルする os を逞択じ r くだ a 、〇 

「上記以外の 0 S をインストールする」を逞択すると、 RAID 橘築のみ実施して終了します。 


^ Windows (32 bit エディション)をインストールする 
1 广 Linux をインストールする ( L — サービスセット用） 


一上記以外の 0 S をインストールする 


る© 0* 


©TO 


Version 5.XX-XXX .XX 
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7. RAID の設定をする。 

[RAID の設定]画面が表示されます。設 
定内容を確認し、必要なら修正を行つ 
てから[次へ]をクリックしてください。 

■一 

參論理ドライブの作成には同型番の 
物理ディスクしか使用できませ 
ん〇 

• 正常に終了しない場合は、 
EXPRESSBUILDER 内にドライ 
バが収録されていない可能性が有 
ります。「セットアップを始める 
前に」 （39 ページ）をご参照願いま 
す。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


st epi ，uv 。罐 I㈣ ■♦国 

論理ドライプを作成します。 

RAID コントローラを使用し XI 似、埸合、および、すでに作艇れて I 、る論理ドライプを使用する埸合は、スキップを逗択し、次へ道んでくださ 
い。 

なお、論理ドライヴの作成には、同型番の物理デ)彳イスしか使用できません。 



•る© ◎次へ 


❹ TOP へ ⑩デフォルトへ興す 


Vewion5.XX-XXX.XX 


8. メディアとパーテイシヨンの設定をす 
る。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


[メディアとパーティシヨンの設定]画面 
が表示されます。 

設定内容を確認し、必要なら修正を 
行ってから[次へ]をクリツクしてくださ 
い。 


頌^贫溫」藏溫、。 


~ S « rvi «? a ck ^ 通用する 


: p : GMTVQ 9 : QQ 〉 大阪、札描、東京 


「 Win W ンステムドライゴの設定 


? 既存のハ、ティシ g ンを使用する(第1パーティションのみクリ75れます〉 
? 新規に作成する〈ディスクの内容は、すべてクリアされます）- 


ディスクの全領域を使用する 
サイズを指定する 


: T 2097144 (MB) 

( 7,061 MB - 2,097,144 MB ) *1(»»1,024 MB 


る❺ ◎次へ 


©TO 


Venion 5.10-008.01 


p-OBE 

• Windows Server 2003 R 2 をご使用の場合は、シームレスセットアップでサービスパッ 
クを適用しないでください。 

サービスパックを適用する場合は、シームレスセットアップ完了後 、 Windows Server 
2003 R 2 DISC 2を適用してから「システムのアップデート」にてサービスパックを適用 
してください。 

• パーティションサイズについて 

一 OS をインストールするパーティションは、必要最小限以上のサイズで指定してくださ 
し、 (43 ページ参照)。 

一接続されている八ードディスク以上の容量は指定しないでください。 

一 RA 旧システム構成で2,097，144 MB 以上の論理ドライブは作成できません。 

• 「 Windows システムドライブの設定」で「新規に作成する」を選択したとき、ディスクの内 
容はすべてクリアされますのでご注意ください。 

• 「 Windows システムドライブの設定」で「既存のパーティションを使用する」を選択すると、 
最初のパーティションの情報はフォーマットされ、すべてなくなります。それ以外のパー 
テイシヨンの情報は保持されます。下図は、情報が削除されるパーティションを示していま 
す0 


第1パーティション 

第2パーティション 

第3パーティション 

削除 

保持 

保持 


參ダイナミックディスクへアップグレードしたハードディスクドライブの既存のパーティシヨ 
ンを残したまま再インス!-ールすることはできません (43 ページ参照)。 「 Windows シス 
テムドライブの設定」で「既存のパーティションを使用する」を選択しないでください。 
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9. 基本情報の設定をする。 

[基本情報の設定]画面が表示されるの 
で、ユーザ情報を入力して[次へ]をク 
リックしてください。 


■ 丨ヒント1 

パラメータファイルを使用して 
セットアップを行った場合や、 
Step 7 以降の画面から Step 6 に画 
面を戻した場合 、 「Administrator 
パスワード」および 「Administrator 
パスワードの確認」に値を設定し 
ていない場合でも「••癱争#」が 
表示されます。 

日本語入力する場合は、 < Alt >+< 
半角/全角>キ_を押してくださ 

い0 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


step げ |" 


ユ-ザ-情報などの基本設定を入力じ C くだ执、。 

コンビュータ名は、15文宇以下で設定じ T くだ执、(他のコンビュータ名、ドメイン/ワークグルーゴ名との重褚は不可〉。 
使用者名/会社名は、50文字以下(全角では25文字)で設定してください。 



角 

る 


©デフ， 


10. ネットワークプロトコルの設定をす 

公〇 

[ネットワークプロトコルの設定]画面が 
表示されます。設定内容を確認し、必 
要なら修正を行ってから[次へ]をクリッ 
クしてください。 

カスタム設定での登録順は 、 LAN 
ポートの番号と一致しない場合があり 
ます。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 

Step 

| 倒 _♦「 — H 

►li|_. 1 爾 6+ ¥f\ u ^ P 龄 

ネットワ， 

-クゴロトコルの設定を行1法す 0 




ネットワークの設定を行わない埔合は、「標準設定」を逢折し、「次へ」ボタンを押じ C ください。 



^標準設定 





llstandard adapter -インターネットプロト； H) レ2 
standard adapter -インターネットゴロトコル3 
standard adapter - ィ:冷ーネットブロトコノ W 

詳細設定| 



(^TOP へ 

ォルトへ！!す 

Vewi 

on5.XX-XXX.XX 


1. 参加ドメイン •ワークグループを 指定 
する。 

[参加ドメイン • ワークク'ループの指定] 
画面が表示されます。 

設定内容を確認し、必要なら修正を 
行ってから[次へ]をクリックしてくださ 
い。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


H i 参加ドメイン 圓コンポー * アプリケー _パラメータ‘ ■自動イン 

step ，の 1紱9 1逋0 + Iの T1fe 本？ 


ドメインに参加しない埸合は、「ワークグル-ブこ参加する」を逗択し、「〉欠へ J ボタンを押してくだ 


マヮークヴルづに参加する 
ワークグループ名 


!る© ©次へ 


©TO 


©デ刀 
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12. 


コンポーネントの設定をする。 

[コンポーネントの設定]画面が表示され 
ます。設定内容を確認し、必要なら修 
正を行ってから[次へ]をクリックしてく 
ださい。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


货印 ，の ^；, QI 卜 4 龄 


インストールする Window コンボーネントを逞折してくだ次、。 


「アブリ0■—ン■—ハ- 

|「ィ>5-ネットィンフォメーン a ンサ-ビス (HS) ， 丨 


管理とモニダンール- 

卩簡易ネットワーク管理プロトコル (SNMP) 詳細設定 j 

「ネットワークモニタシール 


「ネットワ'-クサ'-ビス- 

_簡易 TCP.lPtf'- ビス 
" 肋的本スト梅成プロトコル (DHCP) 

-ドメインネームシステム CDNS) 

"WindowO ターネットネ'■ムサ'-ビス (WINS) 


-その他财ットワークファイルと印刷サービス — 
厂 Macintosh^? アイルサービス 
厂 Macintosh 用印刷サービス 
厂 UMXffl 印刷サービス 


•る❾ 〇次へ 


⑰ TO 




Version 5.10^)08.01 


13. アプリケーションの設定をする。 

[アプリケーションの設定]画面が表示さ 
れます。設定内容を確認し、必要なア 
プリケーシヨンを選択して[次へ]をク 
リックしてください。 


EXPRESSBUILDER 


step 逆-ふ ir || 酌 _»| 刊 "，|1 龄 

心ストールするアプリケーンヨンを逞択てくだ 3U 

• ESMPRO&rv^Ag^it のインストールには、簡易ネットワーク管理ゴロトコル (SNMP) の設定が必要です。 

• エクスプレス通報サービスは、 ESMPRO/Seiv^Agent をインストールする塌合のみ逞択できます。 

• EXPRESSBUILDER! こ含まれていなし、ディスクドライノ诗使用する埸合は、「大容量記 1 ISg 匿用 OEM-Disk の適用」を通択じ？:くださ U 
• 「追加アプリケーションのインストル」につI、て1ぁ「ユーザーズガイド」を参照じ？:ください。 



追加》 


«刖除 



•る ◎ ◎次へ ( Qtop ^ (©デフォルトへ展す 



• 「追加アプリケーションのインストール」について 

「追加アプリケーションのインストール」とは、シー厶レスセットアップの最後にあらかじ 
め指定された任意のアプリケーションを自動でインストールする機能です。 

詳細については、「 http :// www . nec . co . jp / expicnic 」の [ FAQ ]- シリーズを選択-対応するバー 
ジョンの[重要]を選択-[追加アプリケーションのインストールについて]を参照してくださ 

い。 

• 「情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」」について 


-インストールメディアの設定において、以下のエディションを選択した場合にのみ、表 
不されます。 

— Windows Server 2003, Standard Edition (日本語） 

— Windows Server 2003 R 2, Standard Edition (日本語） 

これ以外のファミリやエディションでは、インストールされません。 

-情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」をインストールしない場合、[選択されたアプリ 
ケーション]の 「 N EC からのお知らせ」を選択し [<< 削除]をクリックし、[追加可能なアブ 
リケーション]に移動していることを確認してください。シー厶レスセットアップ後、 
情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」をインストールする場合は「システムのアップ 
デート」でインストールしてください。 

-情報提供ツール「 NEC からのお知らせ」についての詳細は、本書「情報提供ツール 「 NEC 
からのお知らせ」 (338 ぺージ）」をご覧ください。 
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14. パラメータをセーブす る。 

[パラメータのセーブ]画面が表示されま 
す。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


Step 磬’の L: な ， W 龄 


f スクドライプにフォーマット済み FD を乜ットして、。行メータをセーブする」を逞折し、 
:づしない」捕尺してください。 

※フロビ'■ディスクドライブが接続されていな11埸合はノ、•ラメータはセーブできません。 


> 《ラメ'-夕をセープする塌合は、フロッピーディスクドラ〆 
• ヒ J. -タファイルのノ、♦スを入力してください0 

.夕をセーヴしなぃ塌合は、「バラメータを tz -ゴ L 

7ドラィヴが接続され • 

バラた夕をセづ 
バラメータをセーナ 


I^«J 


*© ❺次へ 


⑦ TOP へ 


Vewion5.XX-XXX.XX 


[パラメータファイルを保存しない場合] 

「パラメータをセーブしない」を選択して、[次へ]をクリックする。 


I チェック I 

フロッピーディスクドライブが装置に接続されていない場合、こちらを選択してください。 

[パラメータファイルを保存する場合] 

「パラメータをセーブする」を選択し、フォーマット済みフロッピーディスクをセットした後、パ 
ラメータフアイルのパスをボックスへ入力し、[次へ]をクリツクする。 


I チェック I 

パラメータファイルのパスおよびファイル名に日本語は使用しないでください。 

•:一 

ここで作成したパラメータファイルは、再インストールのときに使用することができます。ま 
た、パラメータフアイルは「 ExpressPicnic ®」 からも作成することができます。 


15. 自動インス I -ールの開始画面で[実行す 
る]をクリックする。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


ste p 3 ー ミい y ス ;:ミ : ; ' 1111^ 


•シームレスセットアップIこ必要な全ての牾報を取集しました。 
「実行する」ボダンを押すと、シームレスセットアップを聞姶します。 


©TO 


◎防 


導入編 
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16. 


オプシヨンの大容量記憶装置ドライバ 
のモジュールをコピーする。 

オプシヨンの大容量記憶装置ドライバ 
をインストールする場合は、メッセー 
ジが表示されますので、大容量記憶装 
置に添付されている CD - R 〇 M またはフ 
□ツビーディスクをセットし、以降は 
画面のメッセージに従って操作してく 
ださい。 



e CD/DVD ドライブ、ま?■こはフロッピーディスクドライブへ、 
「穴容量記悄装罟用 OEM-DA」 を乜'ントしてください。 


ル」 


17 . 


追加するアプリケーションをインス 
卜ールする。 


シームレスセットアップに対応してい 
るアプリケーシヨンを追加でインス 
トールする場合は、メッセージが表示 
されますので、追加するアプリケー 
シヨンの DVD / CD - R 〇 M またはフロッ 
ピーディスクをセットし、以降は画面 
のメッセージに従つて操作してくださ 
い。 


e 


CD/DVD ドライブ、また |S フロッピーディスクドライゴへ、 
追加するアプリケーシヨンが格納されたディスクをセット 
してください。 


OK|+t ンセル」 


18. メッセージに従って 「 EXPRESSBUILDERJDVD を光ディスクドライブから取り出す。 

フロッピーディスクがドライプにセツトされている場合は、 DVD と一緒に取り出しておいてくだ 
さい。 


19 . 


Windows Server 2003 CD - R 〇 M を光 
ディスクドライプにセツトする。 

[ソフトウェア使用許諾契約]確認画面 
が表示されます。 


次の使用許锘契約をお読みください。 

スクロールじ C 使用許誌契約を最後までお読みください。 

Window のセットアップを続行する埸合には 
「はしを退んで契約に同意してください。 

[U 〗 え ] を遥ぶとセットアップを中止します。 


Microsoft Windows S 


5003パッケージに同梱されている 
X ア使用許諾契約喾 J をお読みください。 


20 . 「ソフトウェア使用許諾契約書」の内容をご確認のうえ、同意する場合は、[はい]をクリックす 
る。 


同意しない場合は、[いいえ]をクリックしてください。 
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21. [メディアとパーティシヨンの設定]画面で [Service Pack を適用する]のチェックボックスに 
チェックを入れた場合は、次の操作をする。 

(1) メッセージに従って Windows Server 2003 CD-ROM を光ディスクドライプがら取り出す。 

⑵メッセージに従って Windows Server 2003 Service Pack 2 の CD-ROM を光ディスクドラ 
イブにセツトする。 



Brvice Pack 1 (Service Pack 2) が内包された OS インスI-ールメディアを使用して 
インストールをされた場合は、再度 Service Pack 1 (Service Pack 2) を適用する必 
要はありません。 

Windows Server 2003 R 2 をご使用の場合は、シームレスセットアップでサービスパッ 
クを適用しないでください。 

サービスパックを適用する場合は、シームレスセットアップ完了後、 Windows Server 
2003 R 2 DISC 2 を適用してから「システムのアップデート」にてサービスパックを適用 
してください。 


Windows Server 2003と指定したアプリケーシヨンは自動的にインストールされ、システムに 
ログオンします。 



卜ール中に右のダイア□グポッ 
クスが表示される場合がありますが、 
[セットアップ完了]画面が表示される 
までは操作する必要はありません。 


Windows セ 9 トア 9 ブ 




riX Windows Setup は完了していません。セットアップを続行することをお勒めします。セット 
[ ぅ アッブを続行 t ること ( こより、、このノトジョンの Windows Server オペレーティンクシステム 

新しい ] ンポーネントの詳細は、 Windows Server CD 2 ©ドキュメントを参照してくださ 
い。 

セットアップを続行 t5( こは、 Windows Server CD 2 を揷入 t るか、または Windows 
Server CD 2 のファイルが格納されてい 5 •埸所を指定して [OK] をクリックしてください。 


Windows Server CD 2 ファイルの場所 (U: 


pT 


# PS ( B )... J 

キャンセル J 


バックアップ CD - R 〇 M 以外の〇 S CD - 
ROM を使用している場合は、右の 
メッセ—ジが表示される場合がありま 
す。[〇 K ] をクリックし、プロダクト 
キーを入力してください 


セットアップスクリブトファイルには有効なプ□ダクト 
ID が含まれていません。システム管理者に有効な 
プ□ダクト ID を問い合わせてください。 


22. [セツトアップ完了]画面で[〇 K ] をクリックする。 


23. Windows Server 2003 R2 をインス 
トールの場合は、インストール完了 
後、 [Windows セツトアップ]画面が表 
示されます。 


xj 


勃麟1謅歷及?濃給游ぼ激^傲敷 


新しいコンポーネントの詳細は、 Windows Server CD 2 のドキュメントを参照してくださ 


Server CD 2 のファイルが格納されてい 5 場所を指定して [OK] をクリックしてください。 


Windows Server CD 2 のファイルの場所 (U: 


|D?" 


Windows Server 2003 R2, Standard Edition DISC 2 または Windows Server 2003 R2, 
Enterprise Edition DISC 2 を光ディスクドライプにセツトし、[〇 K] をクリックする。 


以降はメッセージに従って作業を進めてください。 
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インストール終了後 、 Windows Server 2003 R2, Standard Edition DISC 2 または Windows 
Server 2003 R2, Enterprise Edition DISC 2 を光ディスクドライブから取り出し、再起動して 
ください。 


サービスパックをインストールする場合は必ず Windows Server 2003 R 2 DISC 2を適用した後 
で「システムのアップデート」にて適用してください。 

24. 受信側スケーリングのセットアップをする。 

標準ネットワークアダプタ [Intel(R) PRO/1000 EB Network Connection with I/O 
Acceleration] 、 [Intel(R) PRO/ 1000 EB Network Connection with I/O Acceleration #?] は設定 
変更が必要のため、以下の手順で実施してください。 



Windows Server 2003 32- bit ( x 86) Edition の場合は、 Intel ( R ) PROSet をインス I -一 
ルする前に下記の手順を実施してください。 

① デバイスマネージャを起動する。 

② デバイスマネージャより、[ネットワークアタブタ]を展開し [ lntel ( R ) PR 〇1〇〇〇〜]のプロパ 
ティを開<。 

(3) [詳細設定]タブを選択し、[受信側スケーリング]をオフに変更する。 

④ [〇 K ] をクリックする。 

⑤ システムを再起動する。 

以上で完了です。 

p - OB ^ 

Windows Server 2003 32- bit ( x 86) Edition で、 Intel ( R ) PROSet をインス I -一 J レして 
いる場合、受信側スケーリングの設定項目が表示されないことがあります。その場合は 、 [Intel 
( R ) PROSet のアンインストール手順]に従って PROSet をアンインス!-ールし、上記の手順 
で受信側スケーリングの設定を行ってください。 

再度、 Intel ( R ) PROSet をインス!ルする場合は 次 項 「 PROSet をインス!ルする」を 参 
照してください。 

■一 

[ Intel ( R ) PR 〇 Set のアンインストール手順] 

1. コントロールパネルを起動する。 

2. [プログラムの追加と削除]をダブルクリックする。 

3. [ Intel ( R ) PR 〇 Network ...] を選択し、[変更と削除]ボタンをクリックする。 

4. [インテル ( R ) PR 〇 Network Connections ] が表示されたら以下の3点すべてに、チェックが 

入っていることを確認して[削除】ボタンをクリックする。 

-ドライバ 

-インテル ( R ) PROSet for windows デバイスマネージャ 
— Advanced Network Services 

5. ダイアログが表示されたら[はしヽ]をクリックする。 

アンインストールが開始されます。 

6. [完了]をクリックします。 

以上で完了です。 
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25. PROSet をインストールする。 

PROSet は、ネットワークドライバに含まれるネットワーク機能確認ユーティリティです。 
PR 〇 Set を使用することにより、以下のことが行えます。 

•ア ダプタ詳細情報の確認 

• ループバックテスト、バケット送信テストなどの診断 
籲チ _ ムの設定 

ネットワークアダプタ複数枚をチームとして構成することで、サーバに耐障害性に優れた環境を 
提供し、サーバスイッチ間のスループットを向上させることができます。 

このような機能を利用する場合は、 PROSet が必要になります。 

PROSet をインストールする場合は、以下の手順に従ってください。 

① 「EXPRESSBUILDERJDVD を CD-RW/DVD-R 〇 M 装置にセットする。 

© エクスプローラを起動する。 

③ 「¥001¥win¥wimt¥dotnet¥dl3¥proset¥win32」 ディレクトリ内の 「dxsetup.exe」 アイコ 
ンを夕'プルクリックする。 

pntelCR) PROSet - Installshield ウィザード]が起動します。 

④ [次へ]をクリックする。 

© 使用許諾契約を読み、同意するならば[使用許諾契約の条項に同意します]を選択して[次へ]を 
クリックする。 

⑥デフォルトのまま[次へ]をクリックする。 

© 再度、使用許諾契約を読み、同意するならば[使用許諾契約の条項に同意します]を選択して 
[次へ]をクリックする。 

⑧ [インストール]をクリックする。 

⑨ [InstallShield ウィザードを完了しました]というメッセージが表示されたら、[完了]をクリッ 
クする。 

⑩ システムを再起動する。 

以上で完了です。 

ドライバおよび PR 〇 Set に関する操作は、必ず本体装置に接続されたコンソールから管理者権限 
(Administrator 等）でログインして実施してください。〇 S のリモートデスクトップ機能によるリ 
モートからの設定変更操作はサポートしておりません。 

26. ネットワークドライバの詳細設定をする。 

標準装備の4つのネットワークドライバは、自動的にインストールされますが、転送速度と 
Duplex モードの設定が必要です。また、 IP アドレスを設定する際、[インターネットプロトコル 
(TCP/IP)] のチェックボックスが外れている場合、チェックを付けてから IP アドレスの設定を行っ 
てください。 
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[ PROSet がインス I -ールされていない場合] 

① デバイスマネージャを起動する。 

② ネットワークアダプタを展開し、以下のいずれかをタフ'ルクリックする。 

pntel(R) PRO/ 1000 EB Network Connection with I/O Acceleration] 

[lntel(R) PRO/ 1000 EB Network Connection with I/O Acceleration#?] 

[Intel(R) 82575 Gigabit Network Connection] 

[Intel(R) 82575 Gigabit Network Connection#?] 

ネットワークアダプタのプロパティのダイア□ボックスが表示されます。 

(3) [詳細設定]タブをクリックし、[リンク速度とデュプレックス]を八プの設定値と同じ値に設定 
する。 

④ネットワークアダプタのプロパティのダイア□ク'ボックスの[〇 K] をクリックする。 

以上で完了です。 

[ PROSet がインス I -ールされている場合] 

① デバイスマネージャを起動する。 

② ネットワークアダプタを展開し、以下のいずれかをタフ'ルクリックする。 

[Intel(R) PRO/ 1000 EB Network Connection with I/O Acceleration] 

[Intel(R) PRO/ 1000 EB Network Connection with I/O Acceleration#?] 

[Intel(R) 82575 Gigabit Network Connection] 

[Intel(R) 82575 Gigabit Network Connection#?] 

ネットワークアダプタのプロパティのダイア□ボックスが表示されます。 

(3) [リンク速度]タブをクリックし、[速度とデュプレックス]を八ブの設定値と同じ値に設定す 
る。 

④ネットワークアダプタのプロパティのダイアログボックスの[〇 K] をクリックする。 

以上で完了です。 

また、必要に応じてプロトコルやサービスの追加/削除をしてください。[ネットワーク接続]から 
□一カルエリア接続のプロパティダイア□ク'ボックスを表示させて行います。 

サービスの追加で [ネッ トワーク モニタ] を追加することをお勧めします。 [ネッ トワーク モニタ] 
は、 [ネッ トワーク モニタ] をインストールしたコンピュータが送受信するフレーム（またはパ 
ケット）を監視することができます。ネットワーク障害の解析などに有効なツールです。インス 
卜— ルの 手順は、この後の「障害処理のためのセットアップ」を参照してください。 

27. オプションのデバイスでドライバをインストールしていないものがある場合は、それぞれを確実 
にインストールする。 

28. 68ページの「障害処理のためのセットアップ」を参照してセットアップをする。 

29. 75ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。 

以上でシームレスセツトアップを使ったセツトアップは完了です。 
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クラフィックスアクセラレータドライバ 

標準装備のグラフィックスアクセラレータドライバは、シームレスセットアップ、または 
EXPRESSBUILDER から「システムのアップデート」を実行するとインストールされます。 
ドライバを個別に再インストールしたいときは、次の手順に従ってください。 

1. 「 EXPRESSBUILDERJDVD を光ディスクドライフ、、にセットする。 

2. [エクスプローラ]を起動する。 

3. r¥001¥win¥winnt¥dotnet¥video」 ディレクトリ内の [install.bat] アイコンをタブルクリックす 

る 0 

メッセージにしたがってインストール作業を進めてください。 

I チェック I 

途中、 M デジタル署名が見つかりませんでした。..."とのメッセージが表示される場合は、「はい」 
をクリックしてインストールを続けてください。 

4. 「EXPRESSBUILDERJDVD を光ディスクドライプから取り出し、画面の指示にしたがって〇 S を 
再起動する。 


オプションのネットワークポードのドライバ 

オプションのネットワークボード (N8104-121/125/126) を使用する場合について説明しま 
す。 「N 8104-121/125/126」を使用する場合は、 「EXPRESSBUILDERJDVD に格納されて 
いるドライバをインスI-ールしてください。 

「 N 81 04- 121 /125/126」の場合 

「¥001 ¥win¥winnt¥dotnet¥dl3¥pro 1 000¥win32J 

「N8 104-123A」 のネットワークボードを使用する場合は、添付されている CD か FD に格納さ 
れているドライバを使用してください。 

なお、インストール手順が不明な場合は、添付されているネットワークドライバのインス 
トール手順を参照してください。 

<オプシヨンポード用ネットワークドライパのインストール> 

1. デバイスマネージャを起動する。 

2. [ネットワークアダプタ] —[intel(R) PRO/1000 〜]または [Intel(R) PRO/ 100〜]をダブルクリッ 
クする。 

[Intel(R) PR0/1 〇〇◦〜]または [Intel(R) PRO/ 1〇〇〜]ダイア□ク'ボックスが表示されます。 

■一圆 

[? その他のデバイス]-^?イーサネットコントローラ]がある場合は [? イーサネットコント 
口ーラ] をダブルクリックしてくださし、 0 

3. [ドライバ]タブを選択し、[ドライバの更新]をクリックする。 

[ハードウエアの更新ウィザード]が表示されます。 
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4. [一覧または特定の場所からインストールする（詳細)]を選択し、[次へ]をクリックする。 

5. [次の場所で最適のドライバを検索する]を選択し、[次の場所を含める]にチェックを入れ、 

( N 8104-121/1 25/1 26) の場合 

「¥〇〇1 ¥win¥winnt¥dotnet¥dl3¥pro 1 000¥win32J 

と入力し、[次へ]をクリックする。 

ドライバの検索が開始され、検索後にインストールが始まります。しばらくすると[八ードウェア 
の更新ウィザードの完了]画面が表示されます。 

6. [完了]をクリックする。 

以上で完了です。 


アダプタフォ J レトトレランス ( AFT )/ アダプティブ□一 
ドバランシング ( ALB ) のセットアップ 

アダプタフォルトトレランス (AFT) とは、複数のアダプタでチームを作り、使用されている 
アダプタに障害が発生した場合、自動的にチーム内の他のアダプタに処理を移行させるもの 
です。また、アタ'プティブロードバランシング (ALB) とは複数のアダプタでチームを作り、 
サーバから送受信バケットをチームすベてのアダプタから行うことにより、スループットを 
向上させるものです。この機能は AFT 機能を含んでいます。 

チームの機能をサポートしているのは標準装備のネットワークアダプタとオプションネット 
ワークボードです。 

くチームのセットアップ手順〉 

I H -〇 AFT / ALB のセットアップは、ドライバインストール後、必ず再起動した後に行う必要があ 
匿^ ります。 


1 . [デバイスマネージャ]を起動する。 

2. [ネットワークアタブタ]を展開し [Intel(R) 〜]をタブルクリックする。 

3. チーム化のタブを選択し、「その他のアダプタとチーム化する (T)」 にチェックを入れ、[新規チー 
ム]をクリックする。 

4. チームの名前を入力後、[次へ]をクリックする。 

5. チームに含めるアダプタをチェックし、[次へ]をクリックする。 

6. チームタイプの選択で、「アダプタフォルトトレランス」、「アタ'プティブロードバランシング」の 
いずれかを選択し、[次へ]をクリックする。 

7. [完了]をクリックする。 

8. デバイスマネージャより、上記で設定したチーム名のデバイスのプロパティを開く。 

「設定」のタグを選択し、[チームの編集]をクリックします。 
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9. チーム内のアダプタに対しプライマリ/セカンダリ設定を行う場合、以下の操作を行う。 


—プフづマリ設定 

プライマリに設定するアダプタを選択し、「プライマリの設定」をクリックする。 

ーセカンダリ設定 

セカンダリに設定するアダプタを選択し、「セカンダリの設定」をクリックする。 
プライマリ/セカンダリ設定を完了した後、[〇 K] をクリックして画面を閉じてください。 

ブライマリ/セカンダリ設定は以下の手順で確認できます。 

1. チー厶のアダプタのプロパティ内にある[設定]タブを表示する。 

2. [チー厶内のアダプタ]の各アダプタに表示されているプライマリ/セカンダリを確認する。 

10. [設定]タブのまま[スイッチのテスト]をクリック後、スイッチのテスト画面が表示されたら、[テ 
ストの実行]をクリックして実行する。 

実行結果、問題なしのメッセージが表示されれば、テスト完了です。 

11. システムを再起動する。 

以上で完了です。 

<チームの削除手順> 

1. デバイスマネージャを起動する。 

2. [ネットワークアダプタ]を展開しチームのアダプタをダブルクリックする。 

3. [設定]タグを選択して[チームの削除]をクリックする。 

4. [チーム設定]のポップアップが表示されるので[はい]をクリックする。 

5. デバイスマネージャのネットワークアダプタ配下に[チーム:チーム名]がないことを確認する。 

6. システムを再起動する。 

以上で完了です。 

n-O • アダプタフォルトトレランス ( AFT ) のチームとして指定するネットワークアダプタは、 
0^ 同ースイッチング八ブ ( L 2) に接続されることを推奨します。異なるスイッチングハブ 

( L 2) でも使用できますが、異なるスイッチングハブ ( L 2) に接続する場合は、すべて同 
一 LAN (同ーネットワーク)上に存在する必要があるため、カスケード接続にしてくだ 
さい 0 

• アダプティブ□ー ドバランシング ( ALB ) を使用する場合は、スイッチングハブ ( L 2) に 
のみ接続できます。 

• アダプティブ□—ドバランシング ( ALB ) のグループとして指定するアダプタは、同一八 
ブに接続してください。 

• マザーポードまたはオプションのネットワークポードを交換する場合は、必ずチームを 
削除し、交換後にチームを再作成してください。 
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WOL のセットアップ 

WOL(Wake On Lan) の設定を行います。 

以下の手順を参照し、ネットワークアダプタの設定を行ってください。 

[PROSet がインスIルされている場合] 

1. [デバイスマネージャ]を起動する。 

2. ネットワークアダプタを展開し、 [Intel(R) 〜]のアダプタをダブルクリックする。 

ネットワークアダプタのプロパティが表示されます。 

3. [電力の管理]タブを選択し、 [Wake 〇 n LAN] 内に下記の項目にチェックを入れる。 

— Wake On Directed Packet 

— Wake On Magic Packet 

—電源オフ状態からの Wake On Magic Packet 

■一 [120 

Wake On Directed Packet , Wake On Magic Packet はデフオルトでチェックが入っています。 

4. ネットワークアダプタのプロパティの[〇 K] をクリックする。 

5. すべてのウィンドウを閉じて、システムの再起動を行う。 

[PROSet がインストールされていない場合] 

1. デバイスマネージャを起動する。 

2. ネットワークアダプタを展開し、 [Intel(R) 〜]のアダプタを夕'プルクリックする。 

ネットワークアダプタのプロパティが表示されます。 

3. [電力の管理]タブを選択し、下記の項目にチェックを入れる。 

一電力の節電のため、コンピュータでこのデバイスの電源をオフにできるようにする 
-このデバイスで、コンピュータのスタンバイ状態を解除できるようにする 

4. [詳細設定]タブを選択する。 

5. [PME をオンにする]の[値]を 11 オン"にする。 

6. ネットワークアダプタのプロパティの[〇 K] をクリックする。 

7. すべてのウィンドウを閉じて、システムの再起動を行う。 

ディスクアレイコント□—ラ( N 81 03-90) を使用する場合 

ディスクアレイコント□—ラ (N8103-90) を使用する場合、または追加接続する場合、 0S のプ 
ラグアンドプレイ機能が動作し、ドライバが自動でインストールされます。特に作業は必要あ 
りません。 
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SAS コント□—ラ( N 81 03-104) を使用する場合 

SAS コント□—ラ ( N 8103-104) を使用する場合、または追力□接続する場合、〇 S のプラグア 
ンドプレイ機能が動作しますが、ドライバは自動インス!-ールされません。接続後、 
EXPRESSBUILDER から「システムのアップデート」を実行してドライバをインストールして 
ください。 


SCSI コント□—ラ( N 81 03-107) を使用する場合 

SCSI コント□—ラ ( N 8103-107)を使用する場合、または追加接続する場合、〇 S のプラグア 
ンドプレイ機能が動作しますが、ドライバは自動インストールされません。接続後、 
EXPRESSBUILDER から「システムのアップデート」を実行してドライバをインストールして 
ください。 


RAID コント□—ラ( N 81 03-1 1 5) を使用する場合 

RAID コント□—ラ ( N 8103-115) を使用する場合、または追力□接続する場合、〇 S のプラグア 
ンドプレイ機能が動作し、ドライバが自動でインストールされますが、その後、ドライバの 
アップデートが必要です。 

接続後、 RAID コント□—ラ ( N 8103 -115) に添付されているマニュアルを参照してドライバ 
をインストールしてください。 


Boot . ini ファイルで使用可能なスイッチオプションについて 

Boot . ini ファイルを編集することで、様々なスイッチオプションを使用することができま 
す。使用可能なオプションについては、以下を参照してください。 

• サボート技術情報- KB 833721 

Windows XP および Windows Server 2003の Boot . ini ファイルで使用可能なスイッ 
チオプション 

4 GB を超えるメモリを搭載できる本装置では / PAE オプションの設定を行うことで 4 GB 
を超えるメモリを使用できるようになります。 / PAE オプションは、サポートされている 
製品が限定されています。以下のマイクロソフトサポート技術情報を参照して確認して 
ください。 

• サボート技術情報- KB 291 988 

4 GB RAM チューニング機能と物理アドレス拡張のスイッチの説明 

以下に編集例を示します。 

(1) 「スタート」メニューから[設定]をポイントして、[コント□—ルパネル]をクリッ 
クする。 

(2) 「コント□ールパネル」から、[システム]アイコンを夕'ブルクリックする。 
「システムのプロパティ」画面が表示されます。 

(3) [詳細設定]タブから「起動と回復」にある[設定]をクリックする。 
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(4) 「起動と回復」画面にある「起動システム」の[編集]をクリックし、 「 Boot . ini 」 を開 

く。 

(5) 「 Boot . ini 」 ファイルの [operating systems ] に VPAE n を追力□し、上書き保存す 
*〇) 〇 

く Boot . ini ファイルの例〉 

[boot loader ] 
timeout =30 

default = multi (0) disk (0) rdisk (0) partition (2 )¥WINDOWS 
[operating systems ] 

mu ! ti (0) disk (0) rdisk (0) partition (2)¥ WINDOWS="Windows Server 2003" / 
fastdetect 

multi (0) disk (0) rdisk (0) partition (2)¥ WINDOWS="Windows Server 2003, 
PAE " /fastdetect /PAE 

C :¥ CMDCONS ¥ BOOTSECT . DAT="Microsoft Windows 回復コンソール n / 
cmdcons 

以上で Boot . ini への編集は終了です。 

■: 「起動/回復」画面にある「既定のオペレーティングシステム」で選択したエントリから自動的 

に起動するように設定することができます。 


P 章害処理のためのセットアップ 

障害が起きたときに障害からより早く、確実に復旧できるようセットアップをしてくださ 
い。詳細な手順については68ページをご覧ください。 


管理ユーティリティのインス I -ール 

添付の 「 EXPRESSBUILDERJDVD には、本装置監視用の 「 ESMPRO / Se 「 verAgent_teUa 
システム管理用の「巳31\/^卩〇/36「\/6「1\/13旧96「」などが収録されています。 ESMPR 0/ 
ServerAgent は、シームレスセットアップで自動的にインストールすることができます。 
[スタート]メニューの[プ□グラム]やコント□—ルパネルにインス I ルしたユーティリ 
ティのフォルタ'があることを確認してください。シームレスセットアップの設定でインス 
卜ールしなかった場合は、第3編の「ソフトウェア編」を参照して個別にインストールしてく 
ださい。 

■ I ： ューティリティには、ネットワーク上の管理 pc にインストールするものもあります。詳し 
r^n くは第3編の「ソフトウヱア編」を参照してください。 
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システムのアップデート 

「システムのアップデート」は、シームレスセットアップで自動的に実施されます。 
システムのアップデートは次のような場合に、 EXPRESSBUILDER に収録されている各〇 S 
のインストレーションサプリメントガイドを参照して実施してください。 

• システム構成を変更（内蔵オプションの追加など）した場合 

• Windows システムを修復(修復セットアップなど）した場合 

• バックアップ媒体からシステムをリストアした場合 

(サービスパック関連の Express 5800用差分モジュールを適用したシステムの場合は、再 
度 RUR のフロッピーディスクまたは RUR CD - R 〇 M を使用して Express 5800用差分モ 
ジュールを適用してください。このときサービスパックを再適用する必要はありませ 

ん〇 ) 
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障害処理のためのセットアップ 

障害が起きたとき、より早く、確実に障害から復旧できるよラに、あらかじめ次のよラな 
セットアップをしておいてください。 


メモリダンプ(デバッグ情報)の設定 


本体内のメモリダンプ（デバッグ情報）を採取するための設定です。 

n -〇 メモリダンプの注意 

• メモリダンプの採取は保守サービス会社の保守員が行います。お客様はメモリダンプの 
設定のみを行ってください。 

• ここで示す設定後、障害が発生し、メモリダンプを保存するために再起動すると、起動 
時に仮想メモリが不足していることを示すメッセージが表示される場合がありますが、 
そのまま起動してください。起動し直すと、メモリダンプを正しく保存できない場合が 
あります。 


Windows Server 2008の場合 

次の手順に従って設定します。 


1. スタートメニューから[コントロールパネル]を選び、[システム]をクリックする。 
[システム]ダイアログボックスが表示されます。 


2. [システムの詳細設定]をクリックする。 

[システムのプロパティ]ダイアロク'ボツ 
クスが表示されます。 


、ノ、ノ ▼コント□ールパネル▼システム 

ファイル (E) 編集 (£) 表示⑻ツール (D ヘルブ (H) 

^ コンビ： L 一如)基本的な格報《 


奶デバイスマネうゃ ( M ) 

_リモートの設定⑻ 

システムの詳細設定⑻ 1 


Winaows Edition - 

Windows server® Standa 
Copyright © 2007 Micros 
Service Pack 1 


3. [起動と回復]ボックスの[設定]をクリツ 
クする。 
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4. ダンプファイルのテキストボックスにデ 
バッグ情報を書き込む場所を入力する。 




2SJ 


<D ドライプに 「MEM 〇 RY.DMP 」という 
ファイル名で書き込む場合> 

D :¥ MEMORY.DMP 


既定のオペレーテインクシステム迄)： 


| Microsoft Windows Server 2008 


1 

W オペレーティングシステムの一覧を表示す SB 寺 p 訊！)： 

|30 

秒間 

r 必要なときに修愎オプションを表示する畤間(以： 

|30 

d 秒間 


「システム; :ラ—— 

P システム时にイベントを害き込_ 

W 自動的に再起觔 t が E) 

「デ パ ッ0_ 牾報の甞き込み 


ダンプファイル： 


ft^MEMORYDMP 


キャンセル」 


Windows Server 2008 64- bit ( x 64) Edition の場合 

• デバッグ情報の書き込みは[完全メモリダンプ]を指定することを推奨します。ただし、搭 
載メモリサイズが 2 G 巳を超える場合は、[完全メモリダンプ]を指定することはできません 
(メニューに表示されません)。その場合は、[カーネルメモリダンプ]を指定してください。 

• 本装置に搭載しているメモリサイズ +300 MB 以上の空き容量のあるドライブを指定してく 
ださい。 

• メモリ増設により搭載メモリサイズが 2 G 巳を超える場合は、メモリ増設前にデバッグ情報 
の書き込みを[カーネルメモリダンプ]に変更してください。また、メモリ増設により採取 
されるデバッグ情報(メモリダンプ)のサイズが変わります。デバッグ情報(メモリダンプ)の 
書き込み先ドライブの空き容量を確認してください。 

Windows Server 2008 32- bit ( x 86) Edition の場合 

• デバッグ情報の書き込みは[完全メモリダンプ]を指定することを推奨します。ただし、搭 
載メモリサイズが 2 GB を超える場合は、[完全メモリダンプ]を指定することはできません 
(メニューに表示されません)。その場合は、[カーネルメモリダンプ]を指定してください。 

• 本装置に搭載しているメモリサイズ +300 MB 以上(メモリサイズが 2 GB を超える場合は、 
2048 MB + 300 MB 以上)の空き容量のあるドライブを指定してください。 

• メモリ増設により搭載メモリサイズが 2 GB を超える場合は、メモリ増設前にデバッグ情報 
の書き込みを[カーネルメモリダンプ]に変更してください。また、メモリ増設により採取 
されるデバッグ情報(メモリダンプ)のサイズが変わります。デバッグ情報(メモリダンプ)の 
書き込み先ドライブの空き容量を確認してください。 


[パフォーマンス]ボックスの[設定]をク 
リックする。 

[パフォーマンスオプション]ウインドウ 
が表示されます。 


XJ 



システムのプ□パテイ 
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6. [パフォーマンスオプション]ウインドウ 
の[詳細設定]タブをクリックする。 



7. [仮想メモリ]ボックスの[変更]をクリツ 
クする。 



8. [すべてのドライブのページングファイル 
のサイズを自動的に管理する]のチェック 
ボックスのチェックをはずし、[カスタム 
サイズ]にチェックをする。 



サベてのドライブのペー:^ファイルのサイズを自動に管理寸鄉 

ブペーり、ノ”フ7イルサイズ- 


フぺル儿以 


f ノア1ル 


ぜ理夂シバ — 」メ 


S ) 2 " 

UVIb) I 



逞択したドライブ： C ： 

空き領域： 43143 MB 


r カスタムサイズ(〇): _ 

初期サィズ ( mbxd ： r 

最大サイズ (MB) 凶： | 

^システム管理サイズ (a 

r ページンクファイルなし⑻ _設定 (§) _ 


「すべての ドライブの総べ'-ジンク.ファイルサイズ 
最小限： 16 MB 

推奨： 763 MB 

現在の割り当て： 1024 MB 


OK I キやンセル」 
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9. [各ドライブのべージングファイルのサイ 
ズ]ボックスの[初期サイズ]を[すべての 
ドライプの総ページングファイルサイズ] 
ボックスに記載されている推奨値以上 
に、[最大サイズ]を[初期サイズ]以上に変 
更し、[設定]をクリックする。 



• 上記ページングファイルサイズはデバッグ情報(ダンプファイル)採取のための推奨サイズ 
です。ブートポリュームには、ダンプファイルを格納するのに十分な大きさの初期サイズを 
持つページングファイルが必要です。また、ページングファイルが不足すると仮想メモリ不 
足により正確なデバッグ情報を採取できない場合があるため、システム全体で十分なページ 
ングファイルサイズを設定してください。 

• 「推奨値」は搭載メモリサイズ x 1 .5 倍のサイズとなります 。 Windows Server 2008 32- 
bit ( x 86) Edition では1つのパーテイシヨンに設定できるページングファイルサイズが最 
犬で4095 MB となりますので、搭載メモリサイズ X 1 .5 倍のサイズが4095 MB を超える 
場合は、4095 MB で設定してください。 

• メモリを増設した際は、メモリサイズに合わせてページングファイルを再設定してくださ 
い0 

10. [〇 K] をクリックする。 

設定の変更内容によってはシステムを再起動するようメッセージが表示されます。 

メッセージに従って再起動してください。 
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Windows Server 2003の場合 


次の手順に従って設定します。 


ここでは Windows Server 2003の場合を例にして手順を示していますが、 Windows Server 
ijvpn 2003 x64 Editions でも同様の手順でセットアップしてください。 


1. スタートメニューから[コントロールパネル]を選択し、[システム]をクリックする。 
[システムのプロパティ]ダイアログボックスが表示されます。 


2. [詳細設定]タブをクリックする。 


3. [起動と回復]ボックスの[設定]をクリッ 
クする。 



4. ダンプファイルのテキストボックスにデ 
バック'情報を書き込む場所を入力する。 

<D ドライプに 「MEM 〇 RY.DMP 」という 
ファイル名で書き込む場合> 

D:¥MEMORY.DMP 


-UjiJ 


起射)システム 

既定のオペレーティソ).システム⑤： 


Windows Server 2003. Enterprise" /fastdetect 


1 

W オペレーティンクシステムの一覧を表示 t る B 寺間 CD: 

|30 

d 秒間 

厂必要なときに修 m オプションを表示す5•時間 (fi): 

|30 

d 秒間 

起動)のオブションファイルを手動)で•編集する(こは、 

圊集]をウリック 


編集 (£> | 
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p-OB^ 

Windows Server 2003 x 64 Editions の場合 

• デバッグ情報の書き込みは[完全メモリダンプ]を指定することを推奨します。ただし、搭 
載メモリサイズが 2 GB を超える場合は、[完全メモリダンプ]を指定することはできません 
(メニューに表示されません)。その場合は、[カーネルメモリダンプ]を指定してください。 

• 本装置に搭載しているメモリサイズ+1 MB 以上の空き容量のあるドライブを指定してくだ 
さい0 

• メモリ増設により搭載メモリサイズが 2 G 巳を超える場合は、メモリ増設前にデバッグ情報 
の書き込みを[カーネルメモリダンプ]に変更してください。また、メモリ増設により採取 
されるデバッグ情報(メモリダンプ)のサイズが変わります。デバッグ情報(メモリダンプ)の 
書き込み先ドライブの空き容量を確認してください。 

Windows Server 2003の場合 

• デバッグ情報の書き込みは[完全メモリダンプ]を指定することを推奨します。ただし、搭 
載メモリサイズが 2 GB を超える場合は、[完全メモリダンプ]を指定することはできません 
(メニューに表示されません)。その場合は、[カーネルメモリダンプ]を指定してください。 

• 本装置に搭載しているメモリサイズ +12 MB 以上(メモリサイズが 2 GB を超える場合は、 
2048 MB +12 MB 以上)の空き容量のあるドライブを指定してください。 

• メモリ増設により搭載メモリサイズが 2 GB を超える場合は、メモリ増設前にデバッグ情報 
の書き込みを[カーネルメモリダンプ]に変更してください。また、メモリ増設により採取 
されるデバッグ情報(メモリダンプ)のサイズが変わります。デバッグ情報(メモリダンプ)の 
書き込み先ドライブの空き容量を確認してください。 


5. [パフオーマンス]ボックスの[設定]をク 
リックする。 

[パフォーマンスオプション]ウインドウ 
が表示されます。 


6. [パフォーマンスオプション]ウインドウ 
の[詳細設定]タブをクリックする。 


ユ J2SJ 


全胺 I コンビユ4名| A - HT 7 I 7 「 詳绷設定1 |自更新|リモ-卜| 

Administrator として□ヴォン Ui： い埸合は、これら®ほと変更 (S で•きません。 


視覚幼果、ブ〇セツサのスゲジュ-ル、メモリ使用、お'よ m 反想メ t 


^ 職 ) | j 


□ジオンに胞1したデス外ッブ設定 


設定(£〉」 


システム起肋、システム睹害、およ U デパック牾報 


一設定 QD 」 


— I ラ-報告 <6> 


シセル」 適用⑻ 



視覚％ 

コンビ-^ M)Wind;X のデザインとパフォーマンスに使う設定を還択してくださ 

' て最通_を自獅■択爾夕 

、デザインを優先する迫） 
r パ:^マンスを優先する(£〉 
r カスタム ( q ): 

奶ィンドウとボタンに絚覚スタイルを HI? ■る 

□ ウィンドウを最大化や最小化するときにアニメうヨンで•表示する 
□コンポボゥウスをスライドして閉く 
□ スクリーンフォントの揉を滑らかにする 
□タスのトポタンをスライドする 
□ デスクトップのアイコン名に銳付ける 
ロ ドラウヴ中にウィンドウの内容を表示する 
□ヒントを:^ドまたはスライドで.表示抑 
□ フォルタでよく使用するタスクを使用する 

□ マウスポインタ (D 下(こ彩を表示する -J 


キャンセル」 
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7. [仮想メモリ]ボックスの[変更]をクリツ 
クする。 


8. [選択したドライブのべージングファイル 
サイズ]ボックスの[初期サイズ]を[すべ 
てのドライプの総ページングファイルサ 
イズ]ボックスに記載されている推奨値以 
上に変更し、[設定]をクリックする。 




• 上記ページングファイルサイズはデバッグ情報(ダンプファイル)採取のための推奨サイズ 
です。ブートポリュームには、ダンプファイルを格納するのに十分な大きさの初期サイズを 
持つページングファイルが必要です。また、ページングファイルが不足すると仮想メモリ不 
足により正確なデバッグ情報を採取できない場合があるため、システム全体で十分なページ 
ングファイルサイズを設定してください。 

• 「推奨値」については、インストレーシヨンサプリメントガイドの「注意事項」の「システムパー 
テイシ ヨンのサイズについて」の項を参照してください。 

• メモリを増設した際は、メモリサイズに合わせてページングファイルを再設定してくださ 
し、0 


9. [〇 K] をクリックする。 

設定の変更内容によってはシステムを再起動するようメッセージが表示されます。 
メッセージに従って再起動してください。 
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—ザーモードプロセスダンプの取得方法 


Windows Server 2008の場合 

ユーザーモードプ□セスタ'ンプは、アプリケーションエラー発生時の情報を記録したファイ 
ルです。 

アプリケーションエラーが発生した際は、エラーが発生した旨を伝えるポップアップを終了 
させずに、以下の方法にてユーザーモードプ□セスタ'ンプを取得してください。 

1. タスクバー上の空いている場所を右クリックして[タスク マネージャ] をクリックするか、 <Ctrl> 
+ <Shift> + <Esc> キーを押下して[タスク マネージャ] を起動する。 

2. [プロセス]タブをクリックする。 

3. ダンプを取得するプロセス名を右クリックし、[ダンプファイルの作成]をクリックする。 

4. 次のフォルダにダンプファイルが作成されます。 

Q¥Users¥ (ユーザー名) ¥AppData¥Local¥Temp 

上記のフォルダは隠し属性となっている場合があります。フォルダが表示されない場合は、エ 
クス プローラの [ツー ル] から [フォルダオプション] を選択し、[表示]タブから[すべての ファ イ 
ルとフォルダを表示する]にチェックをしてください。 

ユーザ_モ_ドプロセスダンプが作成されたら、上記4.のフォルダより取得してください。 

ユーザーモードプロセスダンプの取得方法の詳細は、以下の Microsoft 社のサボート技術情報を参 
照してください。 

「Windows Server 2008でユーザーモードプロセスダンプを取得する方法」 
http://support.microsoft.com/kb/949180/ja 

Windows Server 2008では、ワトソン博士は[問題のレポートと解決策]に変更されており、従 
来のワトソン博士によるクラッシュダンプファイルを取得することができません。クラッシュ 
ダンプファイルと同等レベルの情報は、上記の方法で取得できます。 


導入編 


71 










Windows Server 2003の場合（ワトソン博士の設定) 


ダンプシンボルテーブル 
すべてのスレツドコンテキストをダンプ 
既存のログファイルに追加 
クラッシュダンプファイルの作成 


それぞれの機能の説明についてはオンラインヘルプを参照してください。 
6. [〇 K] をクリックする。 


Windows ワトソン博士はアプリケーシヨンエラー用のデバッガです。アプリケーシヨンエ 
ラーを検出するとシステムを診断し、診断情報（ログ)を記録します。診断情報を採取できる 
よラ次の手順に従つて設定してください。 

1. スタートメニューの[ファイル名を指定して実行]をクリックする。 


2. [名前]ボックスに「 drwtsn32.exe」 と入力 
し、[〇 K] をクリックする。 

[Windows ワトソン博士]ダイアログボッ 
クスが表示されます。 


ファイル名を指定して実行 


^JxJ 


名前 rv 


f 愁激リず温職ぼレ辨キユメント 




キャンセル 参照(珍… 


3. [ログファイルパス]ボックスに診断情報 
の保存先を指定する。 

rDRWTSN 32. LOG 」 というフアイル名で 
保存されます。 




ネットワークパスは指定できません。 
口ーカルコンピュータ上のパスを指定 
してください。 


4. [クラッシュダンプ]ボックスにクラツ 
シュダンプファイルの保存先を指定す 
る。 




「クラッシュダンプファイル」は 
Windows Debugger で読むことができ 
るバイナリファイルです。 





WAVE ファべ 

インストラケンョンの瓣 
保存するエラ'-数妙： 


オプション 

[7 沒万ジ流|";-手:ブ厕 J 
W すべてのスレッドコンテキストをタンプ⑻ 
W 既存の□クファイルに追加 (£) 

厂メ、:セージポククスによる通知 ( U ) 
r 音による通知⑤ 

W クラッシュタンブフ 7 イルの作成① 


r 完全 ( NT 4 互換〉 


|^フリヴーシヨンエフー# 



クリア P 」 


0K 


キャンセル 


ヘルプ ( Id ) 


5. [オプション]ボックスにある次のチェックボックスをオンにする。 


□ □ □ □ 
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ットワークモニタのインストール 


ネットワークモニタを使用することにより、ネットワーク障害の調査や対処に役立てること 
ができます。 

Windows Server 2008の場合 

ネットワークモニタのセットアップ手順 

p |； Windows Server 2008には、ネットワークモニタが含まれておりません。 Windows Server 
\~Ejn 2008においてネットワークトレースを採取するためには、 Microsoft 社より提供されており 
ます Microsoft Network Monitor をセットアップする必要があります。 

1. Microsoft 社の Web サイトよりネットワークモニタをダウン□ー ドする。 

Information about Network Monitor 3 
http://support.microsoft.com/kb/ 933741 /en-us 

2. ダウンロードしたファイルを実行して、インストーラを起動する。 

画面の指示に従ってインストールを実施してください。 

■一圆 

[セキユリティの警告]ポップアップが表示された場合は、[実行]ボタンをクリックしてくださ 
し、。セットアップ形式を選択する画面では、 [ Complete ] を選択してください。 

以上でネットワークモニタのセットアップは完了です。 

ネットワークモニタを削除する場合は、[プログラムと機能]から行います。 


ネットワークトレースの採取手順 

1. スタートメニューから Microsoft Network Monitor を起動する0 

2. [Start Page] から、 [Create a new capture tab...] もしくは [File] メニューの [New] を展開し、 
[Capture...] をクリックする。 

新たにネットワークトレース採取用のタブが作成されます。 

3. [Select Networks] ウィンドウで採取対象のネットワークを選択する。 

4. [Capture] メニュー上の [Start] をクリックしてネットワークトレースの採取を開始する。 

5. [Capture] メニュー上の [Stop] をクリックしてネットワークトレースの採取を終了する。 

6. File] メニューの [Save As...] を選択する。 

[名前を付けて保存]ウィンドウが表示されますので、 [Frame selection] 内の [All captured 
frames] を選択後、適切なフォルダ、ファイル名を指定します。 


導入編 


既定では、以下のフォルダが指定されています。 

C :¥ Users¥<User name >¥ Documents¥Network Monitor 3 ¥Captures 
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7. [保存]をクリックする。 

手順6.で指定したフォルダにファイルが作成されます。 

Windows Server 2003の場合 

ネットワークモニタを使用するためには、インストール後、システムの再起動を行う必要が 
ありますので、障害が発生する前にインストールしておくことをお勧めします。 

1. スタートメニューから[設定]をポイントし、[コントロールパネル]をクリックする。 

[コント□ールパネル]ダイアログボックスが表示されます。 

2. [プログラムの追加と削除]アイコンをダブルクリックする。 

[プログラムの追加と削除]ダイアログボックスが表示されます。 

3. [Windows コンポーネントの追加と削除]をクリックする。 

[Windows コンポーネントウィザード]ダイアログボックスが表示されます。 

4. コンポーネントの[管理とモニタツール]を選択し、[詳細]をクリックする。 

[管理とモニタツール]ダイアログボックスが表示されます。 

5. 管理とモニタツールのサブコンポーネントの[ネットワークモニタツール]チェックボックス 
をオンにして[〇 K] をクリックする。 

6. [Windows コンポーネントウィザード]ダイアログボックスに戻りますので、[次へ]をクリック 
する。 

7. ディスクの挿入を求めるメッセージが表示された場合は、要求された CD-ROM を光ディスクドラ 
イプにセットして[〇 K] をクリックする。 

ディスクの挿入を求めるメッセージは‘‘ Service Pack 1 CD-ROM ラベルを付いた CD ” と表示さ 
れますが、 Windows Server 2003 R 2 をご使用の場合は、 “Windows Server 2003 R 2 DISC 1” 
を光ディスクドライブにセットしてください。 

8. [Windows コンポーネントウィザード]ダイアログボックスの[完了]をクリックする。 

9. [プログラムの追加と削除]ダイアログボックスの[閉じる]をクリックする。 

10. [コント□—ルパネル]ダイアログボックスを閉じる。 

ネットワークモニタは、スタートメニューから[プログラム] — [管理ツール]をポイントし、 
[ネットワークモニタ]をクリックすることにより、起動することができます。操作の説明に 
ついては、オンラインヘルプを参照してください。 
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システム情報のバックアッ 


セットアップが終了した後、オフライン保守ユーティリティを使って、システム情報をバッ 
クアップすることをお勧めします。 

システム情報のバックアップがないと、修理後にお客様の装置固有の情報や設定を復旧（リ 
ストア）できなくなります。次の手順に従ってバックアップをとってください。 

1. 3.5 インチフロッピーディスクを用意する。 

2. 「EXPRESSBUILDERJDVD を本体装置の光ディスクドライブにセットして、再起動する。 
EXPRESSBUILDER から起動して 「Boot selection メニュー」が表示されます。 

3. [Maintenance Tools(Normal mode)]-[Japanese]-[Maintenance Utility] を選択する0 

4. [システム情報の管理]から[退避]を選択する。 

以降は画面に表示されるメッセージに従って処理を進めてください。 

H -〇 BIOS セットアップの Server メニュー 「BMC LAN Configuration 」 で Shared BMC 
0^ LAN 設定が [ Enabled ] に設定している場合は、オフライン保守ユーティリティを使ったシ 
ステム情報のバックアップが正常に終了しません 。 Shared BMC LAN 設定を [ Disabled ] 
に設定変更した後にバックアップをとってください。 

出荷時の設定は、 [ Disabled ] に設定されています。 
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応用セットアップ 

システムの環境やインストールしようとするオペレーティングシステムによっては、特殊な手順でセット 
アツプしなければならない場合があります。 


シームレスセットアップ未対応の大容量記憶装置コント 
□ーラを利用する場合 

最新の RAID コント□—ラなど、本装置に添付の EXPRESSBUILDER に対応していない大容 
量記憶装置コントローラが接続されたシステムにおいて、〇 S の再インストールなどをする 
場合は、次の手順でセットアップしてください。 

■： • BT 〇(工場組み込み出荷）により、〇 S 組み込み出荷された状態からセットアップを開始 

rE > T ] する場合には、本操作を行う必要はありません。 

• シー厶レスセットアップに対応しているボードの一覧 につし、 ては 「EXPRESSBUILDER 
がサボートしているオプションボード」 （18 ページ）を参照してください。 

1. セットアップしようとする大容量記憶装置コントローラの説明書を準備する。 

本書の内容と大容量記憶装置コント□ーラの説明書との内容が異なる場合は、大容量記憶装置 
コントローラの説明書を優先してください。 

2. RAID コントローラの場合は、コントローラの説明書に従って RAID システムの設定を行う。 

RAID 設定の不要な大容量記憶装置コントローラの場合は、手順3へ進んでください。 

3. 「EXPRESSBUILDERJDVD からシステムを起動させる。 

4. [EXPRESSBUILDER にドライバを口ードする]を選択し、[次へ]をクリックする。 

r ドライバの□—ド」画面で大容量記憶装置用〇 EM-Disk をセットして[実行する]をクリックする。 

このオプションを選択することで、 CD - R 〇 M またはフロッピーディスクで提供されているドラ 
イバを読み込ませて、シー厶レスセットアップを進めることができます。 

5. 以下の設定でシームレスセットアップを実行する。 

• RAID の設定画面が表示された場合は、[論理ディスクの作成をスキップする]をチヱックする 
• アプリケーションの設定で[大容量記憶装置用〇 EM-Disk の適用]を追加する 

このオプションを選択することで、フロッピーディスクで提供されているドライバを読み込ま 
せて、シー厶レスセットアップを進めることができます。 
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6. シームレスセットアップの途中で[大容 
量記憶装置用ドライバ]をコピーする。 

大容量記憶装置コント□ーラに添付さ 
れている CD - R 〇 M またはフロッピー 
ディスクをセットし、以降は画面の 
メッセージに従って操作してくださ 
い0 


マニュアルセットアップ 

Windows Server 2003 x64 Editions の場合 

オペレーティングシステムのインストールは、マニュアルセットアップを使用します。マ 
ニュアルセットアップで Windows Server 2003 x 64 Editions をインストールする方法に 
ついては、 EXPRESSBUILDER に格納されているオンラインドキュメント 「Windows 
Server 2003 R 2 x 64 Editions インストレーションサプリメントガイド」を参照してくださ 
い。また、あらかじめ EXPRESSBUILDER から、 「 OEM - Disk 」 を作成しておいてください。 

■L 〇 EM - Disk とは？ 

I レ 、, 卜 I 「マニュアルセットアップ」では 、 「Windows Server 2003 x 64 Edition 〇 EM-Disk for 
EXPRESSBUILDER 」 と P 乎ばれる〇 EM - Disk が必、要です。 

作成方法については、 EXPRESSBUILDER に格納されているオンラインドキュメント 
「Windows Server 2003 x 64 Editions インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照して 
ください。 

Windows Server 2003 の場合 

本装置へのオペレーティングシステムのインス!-ールは、シームレスセットアップを使用す 
ることをお勧めしていますが、特殊なインス!-ールに対応する場合、マニュアルセットアッ 
プが必要になることがあります。 

シームレスセットアップを使わずに Windows Server 2003をインストールする方法につい 
ては、 EXPRESSBUILDER に格納されているオンラインドキュメント 「Windows Server 
2003 Editions インストレーションサプリメントガイド」を参照してください。また、あらが 
じめ EXPRESSBUILDER から 「 OEM - Disk 」 を作成しておいてください。 

^ オプションボードを接続する場合は、オプションボードに添付の説明書も併せて参照してく 

L チェック I たさい。 


PI ； 〇 EM - Disk とは？ 

シームレスセットアップを使わずに再セットアップするときの手順「マニュアルセットアップ」で 
は 、 「Windows Server 2003 0 EM-DISK for EXPRESSBUILDER 」 と呼ばれる OEM - Disk が必要で 
す。 

「Windows Server 2003 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 」 には 、 Windows Server 2003のイン 
ストールで必要となる RAID コントローラや SCSI コントローラのドライバなどが含まれています。 
作成方法については、 EXPRESSBUILDER に格納されているオンラインドキュメント 「Windows 
Server 2003インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してください。 


NEl - EXPRESSBUILDER 

角 ▲ PAD の ハ-テイシヨン 

Step ” 

CD)DVD ドライプ、またはフロッピーディスクドライ: j 
「大容量記馆装匿用 OEM-DisKJ をセットしてくださ1 
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論理ドライブが複数存在する場合の再セツトアツプ手順 

再セツトアップを開始する前に、万一の場合に備えて必ずデータのバックアップを行ってく 
ださい。 


再セットアップ手順 

1. 本書および「インストレーシヨンサプリメントガイド」の手順に従ってマニュアルセツトアップを 
開始する。 


2. 次のメッセージが表示されたら、 0 S をセットアップしたいパーティションを選択する。 


次の一覧には、このコンピュータ上の既存のパーテイシヨンと未使用の 
領域が表示されています。 


上下の方向キーを使って、一覧がらパーティションを選択してください。 



システムボリューム、またはブートボリュームのドライブ文字はセットアップ完了後は修正で 
きません。この画面で正しいドライブ文字が割り当てられていることを確認してからセットアッ 
プを続行してください。 

3. 本書および「インストレーシヨンサプリメントガイド」の手順に従ってマニュアルセットアップを 
続行する。 

以上で完了です。 

■： セットアップ完了後、再セットアップ前とドライブ文字が異なる場合があります。ドライブ 
rE37T] 文字の修正が必要な場合は次項の「ドライブ文字の修正手順」に従ってドライブ文字を修正 
してくださし、。 


ドライブ文字の修正手順 

以下の手順では、システムボリューム、またはブートボリュームのドライブ文字は変更でき 
ません。ご注意ください。 

1. スタートメニューから[マイコンピュータ]を右クリックし、[管理]を選択して[コンピュータの管 
理]を起動する。 

2. 左側のウィンドウの中から、[ディスクの管理]を選択する。 

3. ドライプ文字を変更したいボリュームを選択して右クリックし、[ドライブ文字とパスの変更]を 
選択する。 

4. [変更]をクリックする。 

5. [次のドライブ文字を割り当てる]をクリックし、割り当てたいドライブ文字を選択する。 

6. [〇 K ] をクリックする。 

7. 以下の確認メッセージが表示されたら、[はい]をクリックする。 


ボリュームのドライブ文字を変更すると、プログラムが動作しないことが 
あります。このドライブ文字を変更しますが？ 
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8. [コンピュータの管理]を終了する。 


以上で完了です。 



Linux のセツトアップ 


ハードウエアのセットアップ完了後、 Untix(「Red Hat Enterprise Linux AS 4」または 「MIRACLE LINUX 
V 4.0」) のインストールを行います。 


セットアップをはじめる前に- 購入時の状態について- 


セツトアップを始める前に次の点について確認してください。 


本装置のハードウェア構成（ハードディスクの 
パーティシヨンサイズも含む)やハードディスク 
にインス I -ールされているソフトウェアの構成 
は、購入時のお客様によるオーダーによって異な 
ります。右図は、 BTO (工場組み込み出荷)を指定 
して購入された場合の、標準的な本装置の八ード 
ディスク構成について図解しています。 



Linux Recovery 
パーテ イシ ヨン(約 5GB) 

空きエリア 

Red Hat Enterprise 
Linux AS 4 または 


八ードディスク MIRACLE LINUX V4.0 

ドライブ 


Linux Recovery バーテイシヨンについて 

Linux Recovery パーティシヨンには、インストールディスクの IS 〇フォーマツトイメージ 
ファイル 等、 Linux のシームレスセツトアップで必要となるモジュールが格納されます。 


BTO (工場組み込み出荷)時の初期設定 

BTO (工場組み込み出荷)を指定して購入された本装置のハードディスクは、お客様がすぐに 
使えるようにパーティションの設定から、〇 S 、 各種アプリケーションなどがすべてインス 
トールされています。 

Linux サービスセツトに添付される「初期設定および関連情報について」を参照し、 Linux の初 
期導入設定を行ってください。 


再セットアップ ( Linux サービスセットを購入された場合） 

添付の 「 EXPRESSBUILDERJDVD が提供する自動セットアップユーティリティ「シームレス 
セットアップ」を使用してください。「シームレスセットアップ」では、 RAID システムの構築 
や〇 S 、 各種アプリケーションのインストールに必要な情報を選択•入力すると、後は簡易 
的な操作で BT 〇(工場組み込み出荷)時の状態に復元することができます。 
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未インストールからのセットアップ•再セットアップ 

Linux サービスセットを購入された場合は、 Linux が未インストールの状態から「シームレス 
セットアップ」を使用することができます。パッケージの変更などを行うために BT 〇(工場組 
み込み出荷)時と異なる設定で再セットアップを行う場合は、 「 EXPRESSBUILDERJDVD に 
格納されているオンラインドキュメントの 「Red Hat Enterprise Linux 4 インストレー 
シヨンサプリメントガイド」または 「MIRACLE LINUX V 4.0インストレーシヨンサプリメン 
トガイド」を参照し、「マニュアルセットアップ」を行ってください。 


—ムレスセツトアツ 



EXPRESSBUILDER の「シームレスセットアップ」ユーティリティを使ってインストールしま 
す。「シームレスセットアップ」とは、 Linux サービスセットを購入されたお客様向けに提供 
する Linux 簡易インストーラのことです。 「 EXPRESSBUILDERJDVD を使用し、 RAID シス 
テムの構築や OS 、 各種アプリケーションのインストールに必要な情報を選択 • 入力すると、 
後は簡易的な操作でインス I -ールできます。「シームレスセットアップ」では工場組み込み出 
荷状態に復元されますが、パーティションや root パスワードの設定の変更、およびインス 
トールするアプリケーションを選択することができます。パッケージについてはインス I '''一 
ル後、 「 pm コマンド、またはパッケージマネージャで追加および削除が可能です。パーティ 
ション構成の変更などを行うために〇 S を再インストールする場合は、シームレスセットアッ 
プを使用してください。煩雑なインストールをこの機能が代わって行います。パーティショ 
ン構成の変更などを行うために〇 S を再インストールする場合は、シームレスセットアップ 
を使用してください。煩雑なインストールをこの機能が代わって行います。 

I n -0 シームレスセットアップを実施する前に、必ず必要なデータのバックアップをとってくださ 
い。 


■L 

rpn 


春シー厶レスセットアップでは、各〇 S(Red Hat Enterprise Linux AS 4または MIRACLE 
LINUX V 4.0) 用にドライバディスクを作成する必要があります。別途ドライバディスク 
用に空きフロッピーディスクを1枚ご用意ください。 

• シームレスセットアップでは、保存したパラメータファイルを使用したり、セットアッ 
プに必要なパラメータをパラメータファイルとしてフロッピーディスクに保存すること 
ができます。別途パラメータファイル用に 1.44 MB フォー マッ ト済み空きフロッピー 
ディスクを1枚ご用意ください。 

• 別途 USB フロッピーディスクドライブをご用意ください。 
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セツトアップ前の確認事項について 


シームレスセツトアップを始める前に、ここで説明する注意事項について確認しておいてく 
ださい。 


デイストリビューシヨンについて 

シームレスセットアップでは、以下のデイストリビューシヨンに対応しています。 
購入されている Linux サービスセットのデイストリビューシヨンを選択できます。 

• Red Hat Enterprise Linux AS 4 ( x 86) 

• Red Hat Enterprise Linux AS 4 ( EM 64 T ) 

• MIRACLE LINUX V 4.0 

• MIRACLE LINUX V 4.0 for x 86-64 


BIOS の設定について 

Linux をインストールする前にハードウエアの BIOS 設定を確認してください。 
216ページ 「 BIOS のセツトアップ」を参照して必要な設定を行ってください。 


注意すべき八ードウエア構成について 

• Linux システムをインス I -ールしようとするハードディスクドライブのほかに別のハード 
ディスクドライブを接続する場合は、 Linux をインストールした後に接続してください。 

• オプションの RAID コント□—ラ(ディスクアレイコント□—ラ)に論理ドライブが作成さ 
れたハードディスクドライブが接続されている場合、論理ドライブが作成されたハード 
ディスクドライブを取り外してインストールを実施してください。 

• 本装置の購入後にオプションの追力□接続を行っている場合は、 BTO (工場組み込み出荷) 
時の状態に戻してインス I -ールを実施してください。 

• Linux 〇 S が起動するハードディスクドライブおよび論理ドライブ （“/” および“/ boot ” を 
配置するドライブ)に、2,097,152 MB (2 TB ) 以上の容量のハードディスクドライブを使 
用することはできません。 
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デフォルト起動カーネルの設定について 

• シームレスセットアップでは、アーキテクチャが x 86 の場合、搭載メモリ容量にかかわ 
6ず hugemem 力ーネルがインストールされます。搭載メモリ容量が 16 GB 以上の場合は 
hugemem 力ーネルが、 16 GB 未満の場合は SMP 力ーネルが、デフォルト起動力ーネルと 
して設定されます。 

シームレスセットアップの実施後に、以下の条件で本装置のハードウェアを増設した場 
合は、 hugemem 力ーネルをデフォルト起動力ーネルに設定してください。 

hugemem 力ーネルの利用時、 SMP 力ーネルの利用時に比べて性能が劣化する場合があります。 

アーキテクチャが X86 かつ搭載メモリ容量を1 6 GB 以上に増設した場合 

以下のコマンドを入力し、 hugemem 力ーネルを GRUB のデフォルト起動力ーネルに設定 
してください。 

[Red Hat Enterprise Linux AS 4] 

# grubby -- set - default =/ boot / vmlinuz -2.6.9-55 .ELhugemem 
[MIRACLE LINUX V 4.0] 

# grubby - set - default =/ boot / vmlinuz -2.6.9-42.7 AXhugemem 

• シームレスセットアップでは、アーキテクチャが EM 64 T の場合、論理 CPU 数が9個以上 
で largesmp 力ーネルがインストールされ、デフォルト起動力ーネルとして設定されま 
す。論理 CPU 数が9個未満の場合、 largesmp 力ーネルはインストールされず、 SMP 力一 
ネルがデフォルト起動カーネルとして設定されます。 

シームレスセットアップの実施後に、以下の条件で本装置のハードウェアを増設した場 
合は、 largesmp 力ーネルの追力□インストールを行い、 largesmp 力ーネルをデフォルト起 
動力ーネルに設定してください。 

アーキテクチャが EM 64 T (または X 86-64) かつ CPU を増設して論理 CPU 数が9個以上 
に増えた場合 

「 EXPRESSBUILDERJDVD に格糸内されてし、るオンラインドキュメントの 「Red Hat 
Enterprise Linux 4 インストレーシヨンサプリメントガイド」または 「MIRACLE LINUX 
V 4.0 インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照し、 largesmp 力ーネルをインス 
卜ールしてください。 
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セットアップの流れ 

シームレスセツトアップの流れを図に示します。 



パラメータの□—ド （ Step 2) 


□ー ドする 

命 

0 S の選択 ( Step 3) 


□ードしない（フロッピーディスクなしの場合も含む） 

サ 


次へ 


次へ 

ぐ 



ぐ 



八ードディスクドライブからの 八ードディスクドライブからの CD / DVDfe '5® 

インス!'ール（既存の Linux インス!^ール (Linux Recovery インス!ル 

Recovery ； (—テイシヨンを使用） ) (ーテイシヨンを新規作成） 



*1 RAID の設定 ( Step 4) で論理ドライブを設定した場合、このフェーズが 
実行されます。 

*2 - ハードディスクドライブからのインス I -ールでは Linux Recovery 
パーティションを作成します（インストール後も残ります）。 

一 CD / DVD からのインストールでは、作業用パーティションを作成 
します（インストール中に削除されます）。 

*3 Linux 標準インストーラによるインス I -ールが進行します。 

メッセージに従って、インス!ルディスクまたは 「 EXPRESSBUILDER 」 
DVD をセツトしたり、パーティションの手動設定を行ってください。 


J :入力や選択が必要な作業 
]： 自動的に作業が進む内容 
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セットアップの手順 

Linux のインストールを行うには以下のインストール対象の 0 S のインストールディスクが必 
1?： C す。 

「ハードディスクからのインストール」を選択し、既存の Linux Recovery パーティシヨンを 
使用してインストールする場合は、インストールディスクは不要です。 

• Red Hat Enterprise Linux AS 4.5 ( x 86) Install Disc 1 〜 5 

• Red Hat Enterprise Linux AS 4.5 ( EM 64 T ) Install Disc 1 〜 5 

• MIRACLE LINUX V 4.0 SP 2 インス トー ル CD (1 〜 2) 

• MIRACLE LINUX V 4.0 for x 86-64 SP 2 インス トー ル CD (1 〜 3) 

必要に応じインストールディスクを作成してください。インストールディスクの作成方法 
[ tyF ] は、 「 EXPRESSBUILDERJDVD に格納されているオンラインドキュメントの 「Red Hat 
Enterprise Linux 4 インストレーシヨンサプリメントガイド」または 「MIRACLE LINUX V 4.0 
インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してください。 

以下に、シームレスセットアップの手順を説明します。 

1. 周辺装置、本装置の順に電源を〇 N にしてください。 

2. 本装置の光ディスクドライプに 「 EXPRESSBUILDERJDVD をセットしてください。 

3. DVD をセットしたら、リセットする (< Ctrl >+< Alt >+< Delete > キーを押す)が、電源を〇 FF /0 N し 
て本装置を再起動してください。 

DVD からシステムが立ち上がり、 EXPRESSBUILDER が起動します。 

右のメニューが表示されたら、 「0 s 
installation *** default ***」を選択して 
ください。ここで選択しない場合は、自 
動でシームレスセツトアップの流れに進 
みます。 


4. トップメニューが表示されます。 

「シームレスセットアップを実行する」を 
選択し、[次へ]をクリックしてくださ 
い0 



NEC 


EXPRESSBUILDER 


Step 


メニューを通択して、 r 次へ j ボ s ンを押してくだ乳、 

• RAID 構楽や〇疼インストールする》合は、 r シ'-ムレスセ•分アップを実行する j を透択してくだ执、 
• 作*を终了する場合は、 「EXPRESSBUILDER を终了する J を S 択してくだ汍、 


〃'•ムレスセットアップを実行する 


^ EXPRESSBUILDER を终了 する 
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5. [パラメータの□ー ド]画面が表示されま 
す。 

パラメータを□ー ドする場合は「パラメー 
夕を 口ー ドする」を選択し、パラメータの 
入ったフロッピーディスクをセットして 
パラメータファイルのパスを入力してく 
ださい。パラメータの□ー ド後、[次へ] 
をクリックしてください。 

パラメータを口ードしない場合やフ□ッ 
ピーディスクドライプが接続されていな 
い場合は、「パラメータを口ードしない」 
を選択して、[次へ]をクリックしてくだ 
さい。 


NEC 

EXPRESSBUILDER 

Step 迄 - 


パラメ— 3を口'-ドする場合は、パラメータの入ったフロッ 
パラメー S ファイルのパスを入力してくだ乳、 

パラメー s をロードしない場合は、 r パラメ ーs を口ー ドしな 

•••フロッピーディスクドライプが接技されていない場合は 

ビーディスク® 1 ライプへ t •分して、 r パラメー 疵口ー ドする j を通択し、 

い J を s 执してくだ¢1、 

@パラメ ーS 在ロードしない 

c パラメ'"效口“ドする： 

#as| 



©次へ（©スキづ1■る 



I チェック I 

Linux サービスセツト用のパラメータは、「スキップする」機能には対応していません。 


6. [0 S の選択]画面が表示されます。 

「 Linux をインストールする ( Linux サービスセツト用)」を選択し、[次へ]をクリックしてください。 


[ RAID の設定]画面が表示されます。 

設定内容を確認し、修正が必要な場合は 
「次の設定で論理ドライプを作成する」を 
選択し、パラメータを設定してから、[次 
へ]をクリックしてください。 

RAID コント□—ラを使用していない場合 
や、既存の論理ドライブをそのまま使用 
する場合は、「論理ドライブの作成をス 
キップする」を選択し、[次へ]をクリック 
してください。 


EXPRESSBUILDER 


Step 匕於 ^ + 

論理ドライプを作成し3 

RAID コントローラを使用していない*合、および、 r でに作成されている論理ドライブを使用する場合は、スキップを S 択し、次へ51んでくだ St、 

なお、 iili 理ドライプの作成には、同型»の物理デバイスしか使用できません* 



使用しない物 a デバイスの台款 


興る© Q 次へ © TOP へ ©デフォルトへ II す 


8. [ディストリビューションの指定]画面が 
表示されます。 

インス I ルするディストリビューショ 
ンをリストから選択し、シームレスセッ 
トアップ_インスト—ル キーを 入力して 
ください。シームレスセットアップ•イ 
ンストールキーは、 Linux サービスセット 
に同梱されている「はじめにお読みくださ 
しに記載されています。シームレスセッ 
トアップ • インストールキーの入力後、 
[次へ]をクリックしてください。 


EXPRESSBUILDER 


- ：», — ；^V 

インスト'•ルするディストリビューンヨンの通执とシームレスセ•分アップ•インス！'ー ルキーを入力し31% 

シームレスセットアップ • インス h - ルキ叫 i、Linuxtt' •ビスセットに同柚されている r はじめにお諮みくだ汍りに記鞋されています* 
重要：(^►^£|««ヂ^«1_ 3 ««ィンス|—ルする壜合は、サプスクリフシ3ンのこ契的も必要で T* 


インスト'-ルするデイス N リビユーシ3ン 「Red Hat Enterprise Linux AS 4 (x86) 二] 


(-シ '-ムレスセ vh アップ•インス h— ルキ ー の入力- 

シームレスセツトアップ•インストールキ〜 :| <1 -I -I 


•る© ©次へ ©TOP へ ©デフォルトへ•す 
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Linux サービスセットについて 

「 Linux サービスセット」は、 Linux (ディストリビューション)とサボートサービスなどを組み合わ 
せ、エンタープライズシステムで Linux をより安心してお使いいただけるようにする製品です。シ 
ステムの運用性 • 信頼性向上とシステム管理者の負荷軽減の実現のために、下記の各種機能や 
サービスを提供しています。 

• 設定時や障害時の問題解決を支援するサボートサービス 
• 導入時の作業時間を大幅に削減する BT 〇インストール出荷 

• 出荷対象の全ての 0 S •サーバモデルで実機での動作評価を実施し、安心して運用していただ 
ける環境を提供 

• 製品出荷後に公開された新しいカーネルについても評価情報 • アップデート手順を提供 
• 障害の発生や予兆を早期に発見可能なサーバ稼動監視ツールを提供 

「 Linux サービスセット」の詳細については、以下の Web サイトをご覧ください。 
http :// www . nec . co . jp / linux / linux - os / 

9. [インストール方法の選択]画面が表示されます。 

「ハードディスクからのインストール」または 「 CD / DVD からのインストール」を選択し、[次へ]を 
クリックしてください。 

10. [パーティション•パッケージの設定]画 
面が表示されます。 

パーティションの設定は、 「 BT 〇(工場組 
み込み出荷)時パターン1〜3」、「手動で 
設定する」から選択してください 。 swap 
パーティションのサイズを変更する場合 
は、「搭載メモリから算出する」、 「 BT 〇 
時の設定にする」、「サイズを指定する」が 
ら選択してください。 

設定完了後、[次へ]をクリックしてくだ 
さし、。 

パッケージの選択は BT 0 (工場組み込み出 
荷)時の構成と同様になります。 

パッケージの選択画面で「こちら」をク 
リックすると、 BT 0 (工場組み込み出荷） 

時のパッケージー覧が表示されます。 

BT 0 (工場組み込み出荷)時のパーティ 
ション設定およびゾ ゞ ッケージグループの 
言羊糸田につし、ては、 「 EXPRESSBUILDER 」 

DVD に格納されてぃるオンラインドキュ 
メントの 「Red Hat Enterprise Linux 4イ 
ンストレーシヨンサプリメントガイド」 

または 「MIRACLE LINUX V 4.0 インスト 
レーションサプリメントガイド」を参照 
してくださし、。 


11. [その他のインストール設定]画面が表示されます。 

root パスワードを入力してください。 root パスワードは、6文字以上127文字以下で設定します。 
root ； \°スワードを入力後、[次へ]をクリックしてください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


Step 




パーティションを推定します ♦ 

r 手劻で設定する J を通択した堪合、シームレス t •分アップ開始後、 Linux の檢準インストーラで®別に設定する必要がありま1% 
なお、 wap パーティシ3ンのサイスは、インストレーションサプリメント打イドに S 魅されている S 出式の格里を袭示しています ♦ 
システムの a 荷や目的、ディスク s* とのパランスなどによりサイスを変更してくだ汍、 



Red Hat Enterprise Linux 奶インストール時に選択できるノ くッケージグルーブは以 
下のとおりです。 

以下の表中の✓印は、 BT 0 B 寺およびシームレスセットアツブ時に選択しているバッ 
ケージグルーブです。 



KDE (K デスクトップ琼境） 
エディタ 


グラフィカルインターネット 


テキストペース®インターネット 


グラフィックス 
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12. [追加アプリケーションの指定]画面が表 NEC 

爪されます 0 


EXPRESSBUILDER 


必要なアプリケーションを選択し、[次 
へ]をクリックしてください。 


醪 IF UsFk 1—^11^ 


シ'•ムレスセ•分アップ時にインストールするアプリケーシ3ンを指定します ♦ 
インストールするアフシヨンのチェックボックスをチェックしてくだ 
注査 ： Universal RAID Utility は必 T チェックしてくだ乱ゝ （ RAID &* ステム_成< 


i の場合のみインスト〜ル主 hj ： r )* 



Universal RAID Utility は必ず選択し 
てください （ RA 旧システム構成の場合 
のみインス I -ールされます）。 

響一[120 

マウスポインタをアプリケーシヨン名 
に移動させると、アプリケーシヨンの 
説明が表示されます。 



©次へ ©TOP へ ® デフォルトへ厲す 


13. [パラメータのセーブ]画面が表示されま 
す。 


パラメータを セーブする 場合は「八°ラ メー 
夕を セーブする」 を選択し、 1.44 MB 
フォー マッ ト済みのフロッピーディスク 
を セッ トした後、ファイル名をボックス 
へ入力し、[次へ]をクリックしてくださ 
い。 

パラメータをセーブしない場合は「パラ 
メータをセーブしない」を選択し、[次へ] 
をクリックしてください。 


14. [自動インストールの開始]画面が表示さ 
れます。 


インストールに必要なインストールディ 
スクを準備し、[実行する]をクリックし 
てください。 

ハードディスクのデータを削除してよい 
か、確認のメッセージが表示されます。 
セットアップを続行する場合は、 [0 K ] を 
クリックしてください。 

データの保存が必要な場合は、[キャンセ 
ル]をクリックして、セットアップを中断 
してください。その後、再起動し必要な 
データを保存してください。 


IMEC 


EXPRESSBUILDER 


Step 醛夢 B 隱 

パラメー 5® セープする塌合は、フロッピーディスクドライプ1=7才—マッ h 法*フロッピーディスク在セ分して、「パラメー 5 J 在セ^ 
ファイルのパスを入力してくだ31、 

パラメーセーフしない場合は、「パラメ'- S 在ブしない J を S 択してくだ执、 


_フロツビ—ディスクドライプが接技されていない場合はパラメータは 





*© ©次へ 


@TOP へ 


IMEC 


EXPRESSBUILDER 


Step 


シームレスセ•分アップに必要な侑赧を全て収集しました ♦ 
m 行 r る传押 r と、シ^ムレスセットアップを開始し31% 


インストールを実行するには、以下のメディアが必要で T * 

►1.44 MB フォ-マット法み空きフロッビ'-ディスク （ Linuxffl ド 
► EXPRESSBUILDER DVD 
►インス h — ルディスク 

Red Hat Enterprise Linux AS 4.5 ( x 86) Install Disc 1 
Red Hat Enterprise Linux AS 4.5 ( x 86) Install Disc 2 
Red Hat Enterprise Linux AS 4.5 ( x 86) Install Disc 3 
Red Hat Enterprise Linux AS 4.5 ( x 86) Install Disc 4 
Red Hat Enterprise Linux AS 4.5 ( x 86) Install Disc 5 


©TOP へ ◎実行する 


■一 

インストールする〇 s もしくはインストール方法によって、表示される画面の内容は異なりま 
す0 
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15. 手順 7 で RAID を設定した場合は、 [RAID 
の構築]画面が表示されます。 RAID の構 
築が完了後、 [Linux 〇 S インストールの 
準備]画面に移り、 Linux 用ドライバディ 
スウの作成を促すメッセージが表示され 
ます。 

Linux 用ドライバディスクを作成する場合 
は、[はし、]をクリックしてください。 
Linux 用ドライバディスウを作成済みの場 
合は、[いいえ]をクリックして、手順16 
に進んでください。 


フ□ッピーディスクを要求するメッセー 
ジが表示されます。 1.44 MB フォーマッ 
卜済みの空きフロッピーディスクをセッ 
卜して、[〇 K ] をクリックしてください。 
Linux 用ドライバディスウが作成されま 
す。 


〇 




XJ 


画面に表示されたタイトルをフロッ 
ピーディスクの ラベルへ 書き込んでお 
くと、後々の管理が容易です。 


〇 


インストールには、 Linux 用ドライバディスクが必要で 1% 

Linux 用ドライパディスクを作成するには【はい】を押してくださ 
い ♦ 

既に Linux 用ドライバディスクを作成済みの場合は p いえ痄押 
してください ♦ 



〇 


X ] 


e 


r Red Hat Enterprise Linux AS 4.5 (x86) 用ドフイパデイスク (5jo 
« x ) J を作成します* 

フロッピー 
乳、 


-ディスクドライブにフロツビーディスクを杨入してくだ 



16. Linux のインストール準備を進めます。 

[「ハードディスクからのインストール」を選択した場合] 

ハードディスク上の既存の Linux Recovery パーティションからインス I ''―ルする場合は、手順18 
に進みます。 

ハードディスク上に、インストールするディストリビユーションに対応した Linux Recovery パー 
ティションが存在しない場合は、 Linux Recovery パーティションを新規に作成するために手順17 
に進みます。 

[「 CD / DVD からのインス I ル」を選択した場合] 

手順17に進みます。 


17. Linux のインストールディスク1枚目を要求するメッセージが表示されます。 


[「ハードディスクからのインス I -ール」を 〇 

選択した場合] 

インス I ルするディストリビューシヨ 
ンの1枚目のインストールディスクを 
セットし、[〇 K ] をクリックしてくださ 
い。 

メッセージに従って、2枚目以降のイン 
ストールディスクを入れ替えてくださ 
し、 Linux Recovery パーテイシヨンが作 
成されます。 


XJ 


〇 


以下のインスト - ルディスクが必要です《 

インストールディスクの ] ビー （ ISO イヌ '- ジ化）にかかる時間 
は、 0)1 枚あたり ft 3 〜 7 分です ♦ 

Red Hat Enterprise Linux AS 4.B (x86) Install Disci 
Red Hat Enterprise Linux AS 4.5 (x86) Install Disc 2 
Red Hat Enterprise Linux AS 4.5 (x86) Install Disc 3 
Red Hat Enterprise Linux AS 4.5 (x86) Install Disc 4 
Red Hat Enterprise Linux AS 4.5 (x86) Install Disc 5 
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[ rCD / DVD からのインス I -ール」を選択 
した場合] 

インストールするディストリビューシヨ 
ンの1枚目のインストールディスクを 
セットし、[〇 K ] をクリックしてくださ 
い。 

インス I ルディスク1枚目からファイ 
ルの コピーが 行われます。 




xj 


e 


1枚目のインストールディスク 

Red Hat Enterprise Linux AS 4.5 ( x 86) Install Disc 1 

を cd / dvdF ライブに推入してくだ軋、 


OK |キャンせルー 


18. ドライブがらディストリビューションの 
インストールディスク、 
「 EXPRESSBUILDERJDVD 、 フ□ッ 
ピーディスクをすべて取り出し、[〇 K ] を 
クリックしてください。 



再起動を促すメッセージが表示されます 
ので、[再起動]をクリックしてくださ 
い。 


e 


システムを再起勃します* 

r Do you have a driver disk ? J のメッセージが裘示されたら [YesfS 
押し、画面の指示に従いドライバディスクを通用してくだ乳、 

中 、 r You have multiple devices 」 のメッセ w ジが裏 JT ? された 
堤合は rsdaJ を通択してくだ乳、 

r CD が見つかりまセん ♦ J または r CD Not FoundJ のメッセージ 
が袭示ぎ h たら、1枚目のインストールディスクを推入し、 [0 K ] を 
押してくだ乳、 



19. 再起動後、ドライバディスクの有無を確 
認するメッセージ （“Do you have a 
driver disk ?”) が表示されます。 

[ Yes ] を押してください。 
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20. フロッピーディスクドライブを指定するメッセージ (“You have multiple devices ..”) が表示され 
た場合は、 " sda 11 を選択し、[〇 K ] を押してください。 

21 . ドライバディスクを要求するメッセージ (“Insert your driver into ..”) が表示されます。 

Linux 用ドライバディスクをフロッピーディスクドライプにセットし、 [0 K ] を押してください。 

22. 他のドライバディスクの有無を確認するメッセージ (“Do you wish to load ..”) が表示されます。 
[ No ] を押してください。 

23. Linux のインストールが開始されます。 

[「八ードディスクからのインストール」を選択した場合] 

そのままインストールが進行します。 

[「 CD / DVD からのインス I ル」を選択した場合] 

メッセージ (“ CD が見つかりません。”または “ CD Not Found ”) が表示されますので、インストー 
ルするディストリビューションの1枚目のインストールディスクをセットし、[〇 K ] を押してくだ 
さい。 

■一 

手順10のパーティションの設定で「手動で設定する」を選択した場合は、インストールの途中、 
パーティション設定画面が表示されますので、必要に応じ設定してください。なお、「ハード 
ディスクからのインストール」を選択してパーティションを手動で設定する場合、パーティショ 
ン設定画面に Linux Recovery パーティション（約 5 GB ) (タイプ vfat ) が見えていますが、削除し 
ないでください。手動パーティション設定については、 「 EXPRESSBUILDERJDVD に格納され 
ているオンラインドキュメントの 「Red Hat Enterprise Linux 4インストレーシヨンサプリメン 
トガイド」または 「MIRACLE LINUX V 4.0 インストレーションサプリメントガイド」を参照、して 
ください。 

24. Linux のインストールを進めてください。 

[「ハードディスクからのインストール」を選択した場合] 

そのままインス I -ールが進行します。 

[「 CD / DVD からのインストール」を選択した場合] 

メッセージに従って、2枚目以降のインストールディスクを入れ替えてください。 

インストールの終了後、 「 EXPRESSBUILDERJDVD を要求するメッセージ (“Please insert 
EXPRESSBUILDER Ver .5. xx - xxx.xx disc”、“Press ENTER to continue .”) が表示されますの 
で、 「 EXPRESSBUILDERJDVD をセットし、 [ ENTER ] を押してください。 

25. アプリケーションがインストールされます。 

アプリケーションのインストール終了後、ディストリビューションの完了画面が表示されますの 
で、 「 EXPRESSBUILDERJDVD (セットしている場合のみ)を取り出し、[再起動]を押してくださ 
い。 

26. 再起動後、 Linux サービスセットに添付される「初期設定および関連情報について」を参照し、必要 
に応じて設定を行ってください。 

以上で、シームレスセットアップは完了です。 
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n-O 本装置では、 LAN ポートの番号と OS が認識する NIC の順序が異なります。システム BIOS 
の NIC の認識順と OS の NIC の認識順が異なるため、本装置の LAN ポートは以下の順序で認 
識され、デバイス名が付与されます。 


デバイス名 

ポー ト番号 

ethO 

3 

ethl 

4 

eth 2 

1 

eth 3 

2 


LAN による通信ができない場合は、 LAN ポートの番号と〇 S が認識している NIC のデバイス名 
を上記の表で確認し、正しい LAN ポートに接続してください。 



Linux サービスセットを購入された場合は、 Linux が未インストールの状態から「シームレス 
セットアップ」を使用することができます。パッケージの変更などを行うために BT 〇(工場組 
み込み出荷)時と異なる設定で再セットアップを行う場合は、 「 EXPRESSBUILDERJDVD に 
格納されているオンラインドキユメントの 「Red Hat Enterprise Linux 4 インストレー 
シヨンサプリメントガイド」または 「MIRACLE LINUX V 4.0インストレーシヨンサプリメン 
トガイド」を参照し、「マニュアルセツトアップ」を行ってください。 
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